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平成 30 年 8 月 7 日 

発電用原子炉の設置の許可との整合性に関する説明書に係る 

補足説明資料 

２．発電用原子炉設置変更許可申請書「本文(十号)」との 

整合性について  

 

抜粋資料 

（ハ 重大事故に至るおそれがある事故又は重大事故） 
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

ハ
 

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事
故

又
は

重
大

事
故

 
事
故

に
対

処
す

る
た

め
に

必

要
な

施
設

及
び

体
制

並
び

に
発

生
す
る

と
想

定
さ

れ
る
事
故

の
程
度

及
び

影
響

の
評
価

を

行
う
た
め
に
設

定
し
た
条

件
及
び

そ
の
評
価
の
結

果
 

  
 
(
2
) 

有
効
性
評

価
 

(ⅱ
) 

解
析
条

件
 

 
有

効
性
評

価
に

お
け

る
解
析

の
条

件
設

定
に
つ

い
て
は

，
事

象
進

展
の

不
確

か

さ
を

考
慮
し

て
，

設
計

値
等
の

現
実

的
な

条
件
を

基
本
と

し
つ

つ
，

原
則

，
有

効

性
を

確
認
す

る
た

め
の

評
価
項

目
と

な
る

パ
ラ
メ

ー
タ
に

対
し

て
余

裕
が

小
さ

く

な
る

よ
う
な

設
定

と
す

る
。
こ

の
際

，
解

析
コ
ー

ド
の
持

つ
重

要
現

象
に

対
す

る

不
確

か
さ
や

解
析

条
件

の
不
確

か
さ

に
よ

っ
て
，

さ
ら
に

本
発

電
用

原
子

炉
施

設

の
有

効
性
評

価
の

評
価

項
目
と

な
る

パ
ラ

メ
ー
タ

並
び
に

運
転

員
及

び
重

大
事

故

等
対
応
要

員
（
以
下
「
運
転
員
等
」
と
い

う
。）

操
作
時

間
に
対

す
る
余
裕

が
小
さ

く
な

る
可
能

性
が

あ
る

場
合
は

，
影

響
評

価
に
お

い
て
感

度
解

析
等

を
行

う
こ

と

を
前
提
に

設
定
す
る

。
 

 

ａ
．
主
要

な
解
析
条

件
 

(a
) 

評
価
に
当
た
っ
て

考
慮
す
る

事
項
 

(a
-
1)
安
全
機
能
の

喪
失
に
対
す

る
仮
定
 

有
効
性
評
価
で

対
象
と
す

る
事
象

に
応
じ
，
適
切
に
安

全
機
能
の
喪

失
を

考
慮
す
る
。
 

(a
-
2)
外
部
電
源
に

対
す
る
仮
定

 

重
大
事
故
等
に

対
す
る
対

策
の
有

効
性
評
価
に
当

た
っ
て
は

，
外
部

電
源

の
有
無
の
影
響

を
考
慮
す

る
。
 

(a
-
3)
単
一
故
障
に

対
す
る
仮
定

 

重
大
事
故
等
は

，
設

計
基
準
事
故

対
処
設
備

が
多
重
の

機
能
喪
失
を

起
こ

す
こ
と
を
想
定

し
て
お
り

，
さ
ら
に
，
重
大
事
故
等
対

処
設
備

は
，
設
計
基

準
事

故
対

処
設

備
に

対
し

て
多

様
性

を
考

慮
し

て
設

置
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，
重
大
事
故

等
対
処
設

備
の
単

一
故
障
は
仮
定

し
な
い
。

 

(a
-
4)
運
転
員
等
の

操
作
時
間
に

対
す
る

仮
定
 

事
故
に
対
処
す

る
た
め
に

必
要
な

運
転
員
等
の
手

動
操
作
に

つ
い
て

は
，

原
則
と
し
て
，
中
央

制
御
室
で
の

警
報
発
信

又
は
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

が
操
作

開
始

条
件

に
達

し
た

こ
と

を
起

点
と

し
て

，
適

切
な

時
間

余
裕

を
設

定
す

る
。
 

ま
た
，
現
場

操
作
に
必

要
な
時
間

は
，
操
作
場

所
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー

ト
の
状
況
，
操
作
場
所

の
作
業
環

境
等
を
踏
ま
え
，
実
現
可

能
と
考
え
ら
れ

る
操
作
時
間
の

想
定
等
に

基
づ
き

設
定
す
る
。
 

                                     

                                     

                           

・
実

用
発
電
用

原
子
炉
に

係
る
炉
心

損
傷
防

止
対

策
及

び
格

納
容

器
破

損
防

止
対

策
の

有
効

性
に
関
す
る
審

査
ガ
イ
ド
（

以
下
「
有

効
性

評
価
ガ
イ
ド
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
き

設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(b
) 

共
通
解
析
条
件
 

(b
-
1)
運
転
中
の
原

子
炉
に
お
け

る
重
大

事
故
に
至

る
お
そ
れ
が

あ
る
事
故
 

(
b
-
1
-
1)
初
期
条
件
 

(
b
-
1
-
1-
1
)事

故
シ

ー
ケ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
「
原
子
炉
停

止
機
能
喪

失
」
を

除
く
事

故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ
ル

ー
プ
に
お

い
て
用
い
る

条
件
 

・
原

子
炉
熱

出
力
の

初
期
値

は
，

定
格

値
（

3
,2
9
3
MW
）

を
用

い
る

も

の
と
す
る

。
 

    ・
原
子

炉
圧
力
の

初
期
値
は
，
定
格

値
（
6.
93
MP
a［

g
ag
e］
）
を

用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

  ・
炉
心
流

量
の
初
期
値
は

，
定
格

値
で
あ
る

1
0
0％

流
量
（
4
8
.
3×

1
0

３
t／

h 
）

を
用
い
る

も
の
と
す
る

。
 

 ・
炉
心
に

関
す
る
条
件
は

９
×
９

燃
料
（
Ａ
型
）
を
装
荷
し
た

平
衡
サ

イ
ク
ル
を

想
定
し
た

値
を
用
い

る
も
の
と
し

，
燃
料

ペ
レ
ッ
ト

，
燃

料
被

覆
管

径
等

の
炉

心
及

び
燃

料
形

状
に

関
す

る
条

件
は

設
計

値

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
な
お

，
高
燃
焼

度
８
×
８

燃
料
は
装
荷
し

な
い
た
め

評
価
対
象

外
と
す
る

。
 

・
原

子
炉

停
止

後
の

崩
壊

熱
は

，
Ａ

Ｎ
Ｓ

Ｉ
／

Ａ
Ｎ

Ｓ
－

5.
1
－

1
9
7
9

の
式
に
基

づ
く
崩
壊

熱
曲
線
を

使
用
す
る
。
ま
た
，
使
用
す
る

崩
壊

熱
は
燃
焼
度

3
3
GW
d
／
t
の
条
件
に

対
応
し
た

も
の
と
す

る
。
 

・
燃
料
棒

の
最
大
線
出
力

密
度
は

，
44
.0
kW

／
m
を
用
い
る
も

の
と
す

る
。

 

 ・
原
子
炉

水
位
の
初

期
値
は
，

通
常
運
転
水

位
と
す
る

。
 

 ・
格

納
容
器
の

体
積
に
つ

い
て
，
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
空
間

部
は

5
,
70
0
m
３
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
空
間
部
は

4
,
10
0
m
３
，
サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
液
相
部
は

3
,
3
0
0
m
３
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

   

     原
子

炉
の
形
式
，
熱
出
力

＊
 

（
＊

本
文
三
号
に
記
載
）
 

    （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   ・
ハ

(
2)
(
ⅲ
)
燃
料

要
素
の
構
造

，
(ⅳ

)
燃
料

集
合
体
の

構
造
 

      ・
ハ

(1
)(
ⅳ
)b
.燃

料
棒
最
大
線

出
力
密
度
 

    （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

     

    【
既
工
認

】
 

（
要
目
表

）
 

1
.
原
子
炉

本
体
 
 

1.
1 

炉
型
式

，
熱
出
力

，
過
剰

反
応

度
及
び
反

応
度
係
数
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 ・
熱
出
力

計
算
書
 

      ・
熱
出
力

計
算
書
 

   【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

1 
 原

子
炉
格
納
施

設
 
(1
)原

子
炉
格
納
容

器
 

原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3
 
圧
力

低
減
設
備

そ
の
他
の
安
全

設
備
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

                  ・
炉
心
及

び
燃
料
形

状
の
取
扱
い

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

   ・
EC
CS

性
能
評

価
指
針
に

基
づ
き

，
崩

壊
熱
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

    ・
原
子
炉

の
運
転
状

態
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
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ﾊ
 
-
 
3
 -
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 ・
格
納

容
器
の
初

期
温
度
に
つ

い
て
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
空
間
部

温
度
は

5
7
℃
，
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー

ル
水
温

度
は

32
℃
を

用
い
る
も

の

と
す
る
。
ま
た
，
格
納

容
器
の
初
期
圧

力
は

5k
P
a［

ga
ge
］
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。
 

・
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
の
初
期

水
位
は
，
6.
98
3m

を
用

い
る
も

の
と
す
る

。
 

・
真

空
破
壊

装
置
の

作
動

条
件

は
，

3
.4
5
k
Pa
（

ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
－

サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
間

差
圧
）
を
用

い
る
も
の

と
す
る

。
 

 ・
外
部
水

源
の
温
度

は
，
35
℃

と
す
る
。
 

 ・
原
子
炉

圧
力
容
器
，

 

   格
納

容
器

等
の

形
状

に
関

す
る

条
件

は
設

計
値

を
用

い
る

も
の

と

す
る
。

 

 

(
b
-
1
-
1-
2
)事

故
シ

ー
ケ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
「
原
子
炉
停

止
機
能
喪

失
」
に

お
い
て

用
い
る
条

件
 

・
原

子
炉
熱

出
力
の

初
期
値

は
，

定
格

値
（

3
,2
9
3
MW
）

を
用

い
る

も

の
と
す
る

。
 

    ・
原
子

炉
圧
力
の

初
期
値
は
，
定
格

値
（
6.
93
MP
a［

g
ag
e］
）
を

用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

  ・
炉
心
流

量
の
初

期
値
は
，
原

子
炉
定

格
出
力
時

の
下
限
流
量

で
あ
る

85
％
流
量

（
約

41
.0

6×
10

３
t／

h）
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

  ・
主
蒸

気
流

量
の

初
期
値

は
，

定
格

値
（

6.
42
×

10
３
t
／
h
）
を
用

い

る
も
の
と

す
る
。

 

 （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

     （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    ・
ハ

(4
)(
ⅰ
)b
.主

要
寸
法
 

   ・
リ

(1
)原

子
炉
格

納
容
器
の
構

造
 

    原
子

炉
の
形
式
，
熱
出
力

＊
 

（
＊

本
文
三
号
に
記
載
）
 

    （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

 

       原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
1 

真
空
破
壊
装

置
 

  原
子
炉
本

体
 

（
要
目
表

）
 

4
 
原
子

炉
圧
力
容

器
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

1
.
原
子
炉

本
体
 
 

1.
1 

炉
型
式

，
熱
出
力

，
過
剰

反
応

度
及
び
反

応
度
係
数
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 

 ・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

   ・
解
析
上

保
守
的
に

設
定
し
た
も

の
で
あ

る
た
め
 

  ・
解

析
上
，
外
部
水

源
の
温
度
を

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

                         



-
 

ﾊ
 
-
 
4
 -
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 ・
給
水
温

度
の
初
期
値
は
約

21
6℃

と
す
る
。

 

 ・
炉
心
に

関
す
る
条
件
は

９
×
９

燃
料
（
Ａ
型
）
を
装
荷
し
た

平
衡
サ

イ
ク
ル
を

想
定
し
た

値
を
用
い

る
も
の
と
し

，
燃
料

ペ
レ
ッ
ト

，
燃

料
被

覆
管

径
等

の
炉

心
及

び
燃

料
形

状
に

関
す

る
条

件
は

設
計

値

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
な
お

，
高
燃
焼

度
８
×
８

燃
料
は
装
荷
し

な
い
た
め

評
価
対
象

外
と
す
る

。
 

・
燃
料
の

最
小
限
界
出
力

比
は
，

1
.2
4
を
用
い

る
も
の
と
す

る
。

 

 ・
燃
料
棒

の
最
大
線
出
力

密
度
は

，
44
.0
kW

／
m
を
用
い
る
も

の
と
す

る
。

 

 ・
動
的

ボ
イ
ド
係

数
（
減
速
材

ボ
イ
ド

係
数
を
遅

発
中
性
子

発
生
割
合

で
除
し
た

値
）
は
サ

イ
ク
ル
末

期
の
値
の

1.
2
5
倍
，
動
的
ド

ッ
プ

ラ
係
数
（

ド
ッ
プ
ラ

係
数
を
遅

発
中
性
子
発

生
割
合
で

除
し
た

値
）

は
サ
イ
ク

ル
末
期
の

値
の

0.
9
倍

を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

 

・
原
子
炉

水
位
の
初

期
値
は
，

通
常
運
転
水

位
と
す
る

。
 

 ・
格

納
容
器
の

体
積
に
つ

い
て
，
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
空
間

部
は

5
,
70
0
m
３
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
空
間
部
は

4
,
10
0
m
３
，
サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
液
相
部
は

3
,
3
0
0
m
３
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

    ・
格
納
容

器
の
初
期
温
度

に
つ
い

て
，
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水

温
度
は

3
2℃

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
ま
た
，
格
納
容

器
の
初
期

圧

力
は

5k
Pa
［
ga
ge
］
を

用
い
る
も

の
と
す
る

。
 

 ・
原
子
炉

圧
力
容
器
，

 

   格
納

容
器

等
の

形
状

に
関

す
る

条
件

は
設

計
値

を
用

い
る

も
の

と

す
る
。

 

 

 ・
ホ

(1
)(
ⅲ
)冷

却
材
の
温
度
及

び
圧
力
 

  ・
ハ

(
2)
(
ⅲ
)
燃
料

要
素
の
構
造

，
(ⅳ

)
燃
料

集
合
体
の

構
造
 

   ・
ハ

(1
)(
ⅳ
)a
.最

小
限
界
出
力

比
 

 ・
ハ

(1
)(
ⅳ
)b
．
燃
料
棒
最
大

線
出
力

密
度
 

        （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

      （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   ・
ハ

(4
)(
ⅰ
)b
.主

要
寸
法
 

   ・
リ

(1
)原

子
炉
格

納
容
器
の
構

造
 

  

【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

  ・
熱
出
力

計
算
書
 

   ・
熱
出
力

計
算
書
 

 ・
熱
出
力

計
算
書
 

       【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

1 
 原

子
炉
格
納
施

設
 
(1
)原

子
炉
格
納
容

器
 

原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3
 
圧
力

低
減
設
備

そ
の
他
の
安
全

設
備
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

     原
子
炉
本

体
 

（
要
目
表

）
 

4
 
原
子

炉
圧
力
容

器
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

   ・
炉
心
及

び
燃
料
形

状
の
取
扱
い

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

        ・
動
的
ボ

イ
ド
係
数

及
び
動
的
ド

ッ
プ
ラ

係
数
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

  ・
原
子
炉

の
運
転
状

態
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
 

                  



-
 

ﾊ
 
-
 
5
 -
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
b
-
1
-
2)
事
故
条
件
 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る

配
管

の
破
断

に
よ

る

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
想

定
す

る
場
合

の
配

管
の

破
断

位
置

に
つ

い
て

は
，

原
子

炉
圧
力
容

器
内
の
保

有
水
量
及
び

流
出
量
等

の
観
点
か

ら
選
定
す
る

。
 

(b
-
1-
3)
重
大
事
故

等
対
策
に
関

連
す
る

機
器
条
件
 

・
安
全
保

護
系
等
の

設
定
点
 

原
子

炉
緊
急
停

止
系
作
動

回
路
の
ス
ク

ラ
ム
設
定

点
と
し
て

，
以

下
の
値
を

用
い
る
も

の
と
す
る

。
 

原
子

炉
水
位
低
（
レ

ベ
ル
３
）

 

セ
パ
レ
ー
タ
ス

カ
ー
ト
下

端
か
ら

＋
6
6
c
m（

原
子
炉

圧
力
容

器
底

部
か
ら
＋
1
,3
7
2
㎝
）（

遅
れ

時
間

1.
0
5
秒
）

 

   工
学

的
安
全
施

設
作
動
回

路
等
の
設
定

点
と
し
て

，
以
下
の

値
を

用
い
る
も

の
と
す
る

。
 

原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
２

）
（

原
子
炉

隔
離

時
冷
却

系

起
動
，
高
圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系

起
動
，
主
蒸

気
隔
離
弁
閉
止
）
設
定

点
 

セ
パ

レ
ー

タ
ス

カ
ー

ト
下

端
か

ら
－

6
3
c
m
（

原
子

炉
圧

力

容
器

底
部
か
ら

＋
1,
24
3
㎝
）

 

 

原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
１

）
（

低
圧
炉

心
ス

プ
レ
イ

系

起
動
，
残
留
熱

除
去
系
（
低
圧
注
水
系
）
起
動
，
自
動

減
圧
系
作

動
）

設
定
点

 

セ
パ

レ
ー
タ
ス

カ
ー
ト
下
端
か
ら
－
3
45
cm
（
原
子
炉

圧
力
容

器
底

部
か
ら
＋

9
61

㎝
）

 

 

原
子
炉
水

位
異
常
低

下
（

レ
ベ
ル
２
）（

再
循
環
系
ポ
ン
プ
全

台

ト
リ

ッ
プ
）
設

定
点

 

セ
パ

レ
ー

タ
ス

カ
ー

ト
下

端
か

ら
－

6
3
c
m
（

原
子

炉
圧

力

容
器
底
部

か
ら
＋
1
,
2
43

㎝
）

 

 原
子

炉
水

位
高

（
レ

ベ
ル

８
）
（

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ト

リ
ッ

プ
，

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ

系
注
入
弁
閉

止
）
設
定

点
 

セ
パ

レ
ー
タ
ス
カ
ー

ト
下
端
か

ら
＋
1
7
5
cm
（
原
子

炉
圧
力

容
器
底
部

か
ら
＋
1
,
4
81

㎝
）
 

        ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

       ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

    ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

           （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

   

        計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

・
発

電
用
原
子

炉
の
運
転

を
管
理
す
る
た

め
の
制

御
装
置
に

係
る
制
御

方
法
に
関

す
る
説
明
書
 

・
原

子
炉
非
常

停
止
信
号

の
設
定
値
の
根

拠
に
関

す
る
説
明

書
 

 
 
 

 

計
測

制
御
系
統

施
設
 

（
要

目
表
）
 

7
 

工
学
的
安

全
施
設
等
の
起
動

信
号
 

・
発
電
用

原
子
炉
の

運
転
を
管
理
す

る
た
め

の
制

御
装

置
に

係
る

制
御

方
法

に
関

す
る

説
明

書
 

・
工
学

的
安
全
施
設
等

の
起
動
（
作
動
）
信

号
の

設
定
値
の

根
拠
に
関

す
る
説
明
書
 

 

  ・
工

学
的
安

全
施
設
等
の
起
動
（
作

動
）
信
号
の

設
定
値
の

根
拠
に
関

す
る
説
明

書
 

       

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
破

断
位
置
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

                              ・
工
学
的

安
全
施
設

等
の
起
動
信

号
で
な

い
た
め
 

   



-
 

ﾊ
 
-
 
6
 -
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 

原
子

炉
圧
力
高
（
再

循
環
系
ポ

ン
プ
全

台
ト
リ
ッ
プ
）

設
定
点

 

原
子

炉
圧
力

7.
39
MP
a［

ga
ge
］

 

  

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
圧
力

高
（
非
常
用
炉
心

冷
却
系
起

動
，
自
動

減
圧

系
作

動
）
設
定
点

 

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
圧
力

13
.7
kP
a
［

ga
ge
］

 

 ・
逃
が
し

安
全
弁
 

逃
が

し
安

全
弁

の
逃

が
し

弁
機

能
及

び
安

全
弁

機
能

の
吹

出
し

圧
力
及
び

容
量
（
吹

出
し
圧
力
に

お
け
る
値

）
は

，
設
計
値
と

し
て

以
下
の
値

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
 

逃
が
し
弁

機
能

 

第
1
段
：
7.
3
7
MP
a［

g
a
ge
］
2
個
，
3
5
4.
6
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
2
段
：
7.
4
4
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
3
5
7.
8
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
3
段
：
7.
5
1
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
3
6
1.
1
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
4
段
：
7.
5
8
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
3
6
4.
3
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
5
段
：
7.
6
5
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
3
6
7.
6
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

安
全
弁
機

能
 

第
1
段
：
7.
7
9
MP
a［

g
a
ge
］
2
個
，
3
8
5.
2
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
2
段
：
8.
1
0
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
4
0
0.
5
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
3
段
：
8.
1
7
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
4
0
3.
9
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
4
段
：
8.
2
4
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
4
0
7.
2
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

第
5
段
：
8.
3
1
MP
a［

g
a
ge
］
4
個
，
4
1
0.
6
t
／
h（

1
個
当
た
り
）
 

 

(b
-
2)
運
転
中
の
原

子
炉
に
お
け

る
重
大

事
故
 

(
b
-
2
-
1)
初
期
条
件
 

・
原

子
炉
熱

出
力
の

初
期
値

は
，

定
格

値
（

3
,2
9
3
MW
）

を
用

い
る

も

の
と
す
る

。
 

     ・
原
子

炉
圧
力
の

初
期
値
は
，
定
格

値
（
6.
93
MP
a［

g
ag
e］
）
を

用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

 ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

   ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

        ・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

             原
子

炉
の
形
式
，
熱
出
力

＊
 

（
＊

本
文
三
号
に
記
載
）
 

     （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

 

 

計
装

制
御
系
統

施
設
 

（
要

目
表
）
 

7
 

工
学
的
安

全
施
設
等
の
起
動

信
号
 

・
発
電
用

原
子
炉
の

運
転
を
管
理
す

る
た
め

の
制

御
装

置
に

係
る

制
御

方
法

に
関

す
る

説
明

書
 

      原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)逃

が
し
安
全
弁
 

          【
既
工
認

】
 

（
要
目
表

）
 

1
.
原
子
炉

本
体
 
 

1.
1 

炉
型
式

，
熱
出
力

，
過
剰

反
応

度
及
び
反

応
度
係
数
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

 【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
制
御
能

力
に
つ
い

て
の
計
算

書
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 ・
炉
心
流

量
の
初
期
値
は

，
定
格

値
で
あ
る

1
0
0％

流
量
（
4
8
.
3×

1
0

３
t／

h 
）

を
用
い
る

も
の
と
す
る

。
 

  ・
炉
心
に

関
す
る
条
件
は

９
×
９

燃
料
（
Ａ
型
）
を
装
荷
し
た

平
衡
サ

イ
ク
ル
を

想
定
し
た

値
を
用
い

る
も
の
と
し

，
燃
料

ペ
レ
ッ
ト

，
燃

料
被

覆
管

径
等

の
炉

心
及

び
燃

料
形

状
に

関
す

る
条

件
は

設
計

値

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
な
お

，
高
燃
焼

度
８
×
８

燃
料
は
装
荷
し

な
い
た
め

評
価
対
象

外
と
す
る

。
 

・
原

子
炉

停
止

後
の

崩
壊

熱
は

，
Ａ

Ｎ
Ｓ

Ｉ
／

Ａ
Ｎ

Ｓ
－

5.
1
－

1
9
7
9

の
式
に
基

づ
く
崩
壊

熱
曲
線
を

使
用
す
る
。
ま
た
，
使
用
す
る

崩
壊

熱
は
燃
焼
度

3
3
GW
d
／
t
の
条
件
に

対
応
し
た

も
の
と
す

る
。
 

・
原
子
炉

水
位
の
初

期
値
は
，

通
常
運
転
水

位
と
す
る

。
 

 ・
格

納
容
器
の

体
積
に
つ

い
て
，
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
空
間

部
は

5
,
70
0
m
３
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
空
間
部
は

4
,
10
0
m
３
，
サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
液
相
部
は

3
,
3
0
0
m
３
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。

 

     ・
格
納

容
器
の
初

期
温
度
に
つ

い
て
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
空
間
部

温
度
は

5
7
℃
，
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー

ル
水
温

度
は

32
℃
を

用
い
る
も

の

と
す
る
。
ま
た
，
格
納

容
器
の
初
期
圧

力
は

5k
P
a［

ga
ge
］
を
用
い

る
も
の
と

す
る
。
 

・
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
の
初
期

水
位
は
，
6.
98
3m

を
用

い
る
も

の
と
す
る

。
 

・
真

空
破
壊

装
置
の

作
動

条
件

は
，

3
.4
5
k
Pa
（

ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
－

サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン
バ
間

差
圧
）
を
用

い
る
も
の

と
す
る

。
 

 ・
溶

融
炉
心

か
ら

プ
ー

ル
水
へ

の
熱

流
束

は
，

8
0
0k
W
／
m
２
相

当
（

圧

力
依
存
あ

り
）
と
す

る
。
 

 ・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の

種
類
は
，

玄
武
岩
系
コ

ン
ク
リ
ー

ト
と
す

る
。
 

 

 （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    ・
ハ

(
2)
(
ⅲ
)
燃
料

要
素
の
構
造

，
(ⅳ

)
燃
料

集
合
体
の

構
造
 

        （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

       （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

             

【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

2 
 原

子
炉
冷
却
系

統
設
備
 
(1
)
冷
却
材
 

・
熱
出
力

計
算
書
 

   ・
熱
出
力

計
算
書
 

       【
既
工
認

】
（
要
目

表
）
 

1 
 原

子
炉
格
納
施

設
 
(1
)原

子
炉
格
納
容

器
 

原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3
 
圧
力

低
減
設
備

そ
の
他
の
安
全

設
備
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

        原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
1 

真
空
破
壊
装

置
 

     

     ・
炉
心
及

び
燃
料
形

状
の
取
扱
い

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

   ・
EC
CS

性
能
評

価
指
針
に

基
づ
き

，
崩

壊
熱
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

 ・
原
子
炉

の
運
転
状

態
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
 

          

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

  ・
解
析
上

保
守
的
に

設
定
し
た
も

の
で
あ

る
た
め
 

  ・
解

析
上
，
溶
融
炉

心
か
ら
プ
ー

ル
水
へ

の
熱
流

束
を
設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

 ・
解

析
上
，
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
種

類
を
設

定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 ・
コ

ン
ク
リ
ー

ト
以
外
の
構
造

物
で
あ

る
鉄
筋
は

考
慮
し
な

い
も
の
と

す
る
。
 

 ・
原
子
炉

圧
力
容
器
下
部

の
構
造

物
は
，
ペ
デ
ス

タ
ル
（
ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
部
）
に

落
下
す
る

溶
融
物
と

は
扱
わ
な
い

も
の
と
す

る
。
 

 ・
外
部
水

源
の
温
度

は
，
35
℃

と
す
る
。
 

 ・
原
子
炉

圧
力
容
器
，

 

   格
納

容
器

等
の

形
状

に
関

す
る

条
件

は
設

計
値

を
用

い
る

も
の

と

す
る
。

 

 

(
b
-
2
-
2)
事
故
条
件
 

(
b
-
1
-
2)
に
同
じ
。
 

(b
-
2-
3)
重
大
事
故

等
対
策
に
関

連
す
る

機
器
条
件
 

・
逃
が
し

安
全
弁
 

逃
が

し
安
全
弁

の
安
全
弁

機
能
の
吹
出

し
圧
力
及

び
容
量
（

吹
出

し
圧
力
に

お
け
る
値
）
は
，
設

計
値
と

し
て
以
下

の
値
を
用
い

る
も

の
と
す
る

。
 

第
1
段
：
7.

79
MP
a［

ga
ge
］
2
個
，
3
85
.2
t／

h（
1
個

当
た
り
）
 

第
2
段
：
8.

10
MP
a［

ga
ge
］
4
個
，
4
00
.5
t／

h（
1
個

当
た
り
）
 

第
3
段
：
8.

17
MP
a［

ga
ge
］
4
個
，
4
03
.9
t／

h（
1
個

当
た
り
）
 

第
4
段
：
8.

24
MP
a［

ga
ge
］
4
個
，
4
07
.2
t／

h（
1
個

当
た
り
）
 

第
5
段
：
8.

31
MP
a［

ga
ge
］
4
個
，
4
10
.6
t／

h（
1
個

当
た
り
）
 

 (b
-
3)
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
に
お

け
る
重

大
事
故
に

至
る
お
そ
れ

が
あ
る
事

故
 

(
b
-
3
-
1)
初
期
条
件
 

・
使
用
済

燃
料
プ

ー
ル
の
崩
壊

熱
は
，
約

9.
1
M
W
を
用
い
る
も

の
と
す

る
。

 

・
使
用
済

燃
料
プ
ー

ル
の
初
期

水
位
は
，
通

常
水
位
と

す
る
。
 

・
使
用

済
燃
料
プ

ー
ル
の
保
有

水
量
は
，
使
用
済
燃

料
プ
ー
ル

と
隣
接

す
る

原
子

炉
ウ

ェ
ル

と
の

間
に

設
置

さ
れ

て
い

る
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト

は
閉
を
仮

定
し
，
約

1,
18
9m

３
と

す
る
。
 

         ・
ハ

(4
)(
ⅰ
)b
.主

要
寸
法
 

   ・
リ

(1
)原

子
炉
格

納
容
器
の
構

造
 

         ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 
逃

が
し
安
全
弁
 

       （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

     

         原
子
炉
本

体
 

（
要
目
表

）
 

4
 
原
子

炉
圧
力
容

器
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

       原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
安
全
弁
 

    ・
使

用
済
燃
料

貯
蔵
槽
の

冷
却
能
力
に
関

す
る
説

明
書
 

    

 ・
解

析
上
，
鉄
筋
の

取
扱
い
を
設

定
し
た

も
の
で

あ
る
た
め
 

 ・
解

析
上
，
原
子
炉

圧
力
容
器
下

部
の
構

造
物
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

 ・
解

析
上
，
外
部
水

源
の
温
度
を

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

           ・
逃
が
し

安
全
弁
の

取
扱
い
を
設

定
し
た

も
の
で

あ
る
た
め
 

            

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

・
使
用
済

燃
料
プ
ー

ル
の
初
期

水
温
は
，
6
5℃

と
す
る

。
 

 ・
使

用
済
燃
料
プ

ー
ル
等
の
主

要
機
器

の
形
状
に

関
す
る
条
件

は
設
計

値
を
用
い

る
も
の
と
す
る

。
 

 

(
b
-
4
)
運

転
停

止
中

の
原

子
炉

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
 

(b
-
4-
1)
初
期
条
件
（
運
転

停
止
中

の
事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ
ル

ー
プ
「
反
応
度
の

誤
投
入
」
を
除

く
。
）
 

・
原
子
炉
停
止
後

の
崩
壊
熱
は

，
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｉ
／
Ａ
Ｎ

Ｓ
―
5.
1
－

1
97
9

の
式

に
基
づ
く

崩
壊
熱
曲
線
を

使
用
し

，
原
子
炉

停
止

1
日
後
の

崩
壊

熱
と
し
て
約

1
9
MW

を
用
い

る
も
の

と
す
る
。
 

・
原

子
炉
初
期
水
位
は
通
常
運

転
水
位

と
す
る
。
 

・
原

子
炉
初
期
水
温
は

5
2℃

と
す

る
。
 

・
原

子
炉

圧
力

の
初

期
値

は
大

気
圧

と
し

，
事

象
発

生
後
も

大
気

圧

が
維

持
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

 

・
外

部
水
源
の
温
度
は

3
5℃

と
す

る
。
 

 ・
原

子
炉

圧
力

容
器

等
の
形

状
に

関
す

る
条

件
は
設

計
値

を
用

い
る

も
の
と
す

る
。

 

 

ｂ
．
運
転

中
の
原
子

炉
に
お
け

る
重
大
事
故

に
至
る
お

そ
れ
が

あ
る
事
故
 

(a
) 

高
圧
・
低
圧
注
水

機
能
喪
失
 

(a
-
1)
起
因
事
象
と

し
て
，
給
水

流
量
の

全
喪
失
が

発
生
す
る
も

の
と
す
る

。
 

(
a
-
2
)安

全
機
能
と

し
て
は

，
高
圧

注
水
機
能

と
し
て
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及

び
高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系

，
低
圧

注
水
機
能

と
し
て
低

圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系

及
び
残
留
熱
除

去
系
（
低

圧
注
水

系
）
の
機
能
が

喪
失
す
る

も
の
と
す
る
。
 

 (a
-
3)
外
部
電
源
は

使
用
で
き
る

も
の
と

す
る
。
 

 (a
-
4)

原
子
炉
ス
ク

ラ
ム
は
，
原
子

炉
水
位
低
（
レ

ベ
ル
３
）
信
号
に

よ
る
も
の

と
す

る
。

 

     

  ・
二

(2
)(
ⅱ
)a
.
(a
)構

造
 

               ・
ハ

(4
)(
ⅰ
)b
.主

要
寸
法
 

           ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

      

  核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
要
目
表

）
 

3
 
使
用

済
燃
料
貯

蔵
設
備
 

             原
子
炉
本

体
 

（
要
目
表

）
 

4
 
原
子

炉
圧
力
容

器
 

         計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 
 
 

   

・
原
子
炉

の
運
転
状

態
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
 

       ・
E
C
C
S
性
能
評

価
指
針
に
基
づ

き
，
設
定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
 

 

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

・
評

価
上
，
崩
壊
熱

に
よ
る
蒸
発

量
が
保

守
的
と

な
る
よ
う

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

・
評

価
上
，
外
部
水

源
の
温
度
を

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

       

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
a
-
5
)
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
（
代
替

再
循
環
系

ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ
機
能

）
は

，
原

子
炉

水
位
異
常

低
下
（

レ
ベ
ル
２

）
信
号
に

よ
り
再

循
環
系
ポ
ン
プ

2
台
全

て
を

自
動
停
止

す
る
も
の
と
す

る
。

 

   (a
-
6)

逃
が
し
安
全

弁
（
安
全
弁
機

能
）
に
て
，
原
子

炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ

リ
の

過
度
の
圧

力
上
昇
を
抑
え

る
も
の

と
す
る

。
ま
た
，
原
子
炉
減

圧
に
は

逃
が

し
安
全
弁
（
自

動
減
圧
機

能
）（

7
個
）
を
使
用
す

る
も
の

と
し
，
容
量

と
し

て
，
1
個

当
た
り

定
格
主
蒸

気
流
量
の
約

6％
を
処
理
す
る
も

の
と
す

る
。

 

  (
a
-
7
)
低

圧
代
替
注

水
系
（
常
設
）
は

，
逃

が
し
安
全

弁
に
よ
る
原
子

炉
減
圧
後

に
，

最
大

37
8m

３
／
h
の
流
量
で

原
子
炉
注

水
し
，

そ
の
後

は
炉
心
を
冠

水

維
持
す
る
よ
う

に
注
水
す

る
。
ま

た
，
原

子
炉
注
水

と
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

を
同

時
に
実
施

す
る
場
合
は
，

2
3
0
m
３
／
h
に
て
原

子
炉
へ
注

水
す
る

。
 

   (a
-
8)

代
替

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷
却

系
（
常
設

）
は

，
1
30
m
３
／

h
の

流
量

で

格
納

容
器
内
に

ス
プ
レ
イ
す
る

。
 

      (a
-
9)

格
納
容
器
圧

力
逃
が
し
装
置

等
は
，
格

納
容
器
圧
力

0
.3
1M
Pa
[
ga
ge
]に

お
け

る
排
出
流
量

1
3
.4
k
g／

s
に

対
し
て
，
第
二
弁
を

全
開
に
て
格
納

容
器

除
熱

を
実
施
す

る
。

 

    (
a
-
1
0
)
事
故

収
束

の
た

め
の
運

転
員

等
操

作
と

し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

・
へ

(5
)
( 

)
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界

に
す

る
た
め
の
設
備
 

    ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

     ・
ホ

(
3
)(
ⅱ
)ｂ

(
c)
 
原
子
炉

冷
却
材

圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
低
圧

時
に

発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す

る
た
め

の
設
備
 

     （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

       ・
ホ

(4
)(
ⅵ
)a
.
(
a)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

       

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
制
御

方
式
及
び

制
御
方
法
 

7.
9 

Ａ
Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩
和
設

備
（
代

替
原

子
炉
再
循

環
系
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ

プ
機
能
）

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 
 主

蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

     ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2 

格
納
容
器
圧

力
逃
が
し
装
置
 

    

              ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

常
設
）
の

取
扱
い

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

                     



-
 

ﾊ
 
-
 
1
1 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
a
-
1
0
-1
)
逃

が
し

安
全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速

減
圧

操
作
は

，
事

象
発

生
か

ら

2
5
分
後
に
開

始
す
る
。
 

(
a
-
1
0
-2
)
代

替
格

納
容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に
よ

る
格

納
容

器
冷

却

操
作
は
，
格
納
容
器
圧
力

が
0.
2
79
MP
a[

ga
ge
]に

到
達

し
た
場
合
に
実

施

す
る
。
な
お

，
格
納
容

器
ス
プ
レ

イ
は
，
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水

位
が
通
常
水
位

＋
6
.
5m

に
到
達

し
た
場

合
に
停
止

す
る
。
 

(
a
-
1
0
-3
)
格

納
容

器
圧
力

逃
が

し
装

置
等

に
よ

る
格

納
容
器

除
熱

操
作

は
，

格

納
容
器
圧
力
が

0.
31
MP
a
[g
ag
e]
に
到

達
し
た
場
合
に

実
施
す
る

。
 

(b
) 

高
圧
注
水
・
減
圧

機
能
喪
失
 

(b
-
1)
起
因
事
象
と

し
て
，
給
水

流
量
の

全
喪
失
が

発
生
す
る
も

の
と
す
る

。
 

(
b
-
2
)安

全
機
能
と

し
て
は

，
高
圧

注
水
機
能

と
し
て
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及

び
高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系

，
原
子

炉
減
圧
機

能
と
し
て

自
動
減
圧
系

の
機
能

が
喪
失
す
る
も

の
と
す
る

。
 

 (b
-
3)
外
部
電
源
は

使
用
で
き
る

も
の
と

す
る
。
 

 (b
-
4)

原
子
炉
ス
ク

ラ
ム
は
，
原
子

炉
水
位
低
（
レ

ベ
ル
３
）
信
号
に

よ
る
も
の

と
す

る
。

 

   (
b
-
5
)
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
（
代
替

再
循
環
系

ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ
機
能

）
は

，
原

子
炉

水
位
異
常

低
下
（

レ
ベ
ル
２

）
信
号
に

よ
り
再

循
環
系
ポ
ン
プ
を

2
台

全
て

を
自
動
停

止
す
る
も
の
と

す
る
。

 

    (b
-
6)

逃
が
し
安
全

弁
（
安
全
弁
機

能
）
に
て
，
原
子

炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ

リ
の

過
度
の
圧

力
上
昇
を
抑
制

す
る
も

の
と
す
る

。
ま
た
，
逃
が
し

安
全
弁

に
よ
る
原
子
炉

手
動
減
圧

に
失
敗

す
る
こ
と
を
想

定
す
る
。
過
渡

時
自
動
減

圧
機

能
を
用
い

た
逃
が
し
安
全

弁
（
自
動
減
圧

機
能
）
に
よ
る
原
子

炉
減
圧

は
，
原
子

炉
水
位
異

常
低
下
（

レ
ベ
ル

１
）
到
達
か

ら
1
0
分
後

に
開
始

し
，

逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減

圧
機
能

）
2
個
に
よ
り
原

子
炉
減
圧

す
る
。

容
量

と
し

て
，
1
個

当
た
り

定
格
主
蒸

気
流
量
の
約

6％
を
処
理
す
る
も

の
と
す

る
。

 

 

                ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

    ・
へ

(5
)
( 

)
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界

に
す

る
た
め
の
設
備
 

     ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

 （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

  ・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

   

                計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

  計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
制
御

方
式
及
び

制
御
方
法
 

7.
9 

Ａ
Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩
和
設

備
（
代

替
原

子
炉
再
循

環
系
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ

プ
機
能
）

 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
4 

逃
が
し
安
全

弁
の
機
能
 

・
発

電
用
原
子

炉
の
運
転

を
管
理
す
る
た

め
の
制

御
装
置
に

係
る
制
御

方
法
に
関

す
る
説
明
書
 

    

  

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

 

    

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

             ・
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
手
動
減

圧
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

      



-
 

ﾊ
 
-
 
1
2 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(b
-
7)

低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
は
，
原
子

炉
水
位
異

常
低
下
（
レ
ベ
ル
１
）
到
達

後
，
低
圧

炉
心
ス
プ

レ
イ
系
が
自

動
起
動
し

，
逃
が
し

安
全
弁
（
自

動
減
圧

機
能
）
に
よ

る
原
子
炉

減
圧
後
に
，
1
,
41
9
m
３
／
h（

0.
84
MP
a[

di
f]
に
お
い

て
）
（
最

大
1
,
5
61
m
３
／

h）
に

て
原
子

炉
注
水
す

る
。

 

      (
b
-
8
)
残

留
熱
除
去

系
（
低
圧
注

水
系
）
は
，
原

子
炉
水
位
異

常
低
下
（

レ
ベ
ル

１
）
到
達
後
，
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧
注

水
系
）
が
自
動
起

動
し
，

逃
が
し

安
全

弁
に

よ
る

原
子

炉
減

圧
後

に
，

1
系

統
当

た
り

1
,
6
0
5
m

３
／

h

（
0.
14
MP
a
[d
if
]に

お
い

て
）（

最
大

1
,6
76
m
３
／
h）

に
て
原
子
炉
注

水
す

る
。
ま
た
，
原

子
炉
水
位

が
原
子

炉
水
位
高
（
レ

ベ
ル
８
）

ま
で
回

復
し
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

み
に

よ
り

原
子

炉
水

位
の

維
持

が
可

能
な

場
合

は
，
注
水
を
停

止
す
る
。
 

   (
b
-
9
)残

留
熱
除
去

系
（

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル

冷
却
系
）
は

，
自

動
起
動

し
た
残
留
熱
除

去
系
（
低

圧
注
水

系
）
の
う
ち
，

1
系

統
を
切
り
替

え
る
も

の
と
す
る
。
伝
熱
容

量
は
，
熱
交
換
器

1
基
当
た

り
約

43
M
W（

サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ
ー
ル

水
温
度

1
0
0℃

，
海
水

温
度

32
℃
に

お
い
て
）
と
す

る
。

 

(
b
-
1
0
)
事
故

収
束

の
た

め
の
運

転
員

等
操

作
と

し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(
b
-
1
0
-1
)
残

留
熱

除
去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル
冷

却
系

）
運

転
操

作

は
，
原
子

炉
水
位
高

（
レ
ベ
ル
８

）
到
達
の

5
分
後
に

実
施
す
る
。

 
 

(c
) 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
 

(
c
-
1
)
外

部
電

源
喪

失
時
に

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機

等
の

機
能

が
喪

失
す

る
事
故
 

(c
-1

-1
)起

因
事
象

と
し
て
，
外

部
電
源
を
喪

失
す
る
も

の
と
す

る
。
 

(
c
-
1
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

全
て

の
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
等

の
機

能
喪
失
を

想
定
し
，

全
交
流
動
力

電
源
を
喪

失
す
る
も

の
と
す
る
。
 

(c
-1

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(b
)低

圧
炉
心

ス
プ
レ

イ
系
 

         ・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(c
)残

留
熱
除

去
系
（

低
圧
注
水

系
）
 

           ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

              

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
5 

低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

・
工

学
的
安

全
施
設
等
の
起
動
（
作

動
）
信
号
の

設
定
値
の

根
拠
に
関

す
る
説
明

書
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
2 

低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
6 

残
留
熱
除
去

系
 

・
工

学
的
安

全
施
設
等
の
起
動
（
作

動
）
信
号
の

設
定
値
の

根
拠
に
関

す
る
説
明

書
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

            

 ・
低
圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
系
の
取
扱

い
を
設

定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
 

        ・
残
留

熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
系
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

       ・
残
留

熱
除
去
系
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

冷
却
系
）
の
取
扱
い

を
設
定
し
た

も
の
で

あ
る
た

め
 

   ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

   

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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ﾊ
 
-
 
1
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
c
-
1
-
4)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

    (
c
-
1
-
5)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
は

，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ
ベ

ル
２

）

で
自

動
起
動

し
，
1
3
6
.7
m
３
／

h
（

7
.
86
M
P
a[
g
a
ge
]
～

1.
04
M
P
a
[
ga
g
e
]

に
お

い
て
）
の

流
量
で
注

水
す
る
も
の

と
す
る
。

 

   (
c
-
1
-
6)

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ

リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原
子

炉

減
圧

に
は
逃
が

し
安
全
弁

（
自
動
減
圧

機
能
）（

7
個
）
を
使
用

す
る
も

の
と

し
，
容
量
と
し
て

，
1
個
当

た
り
定

格
主
蒸
気

流
量
の
約

6
％
を
処

理
す

る
も
の
と

す
る
。

 

  (
c
-
1
-
7)

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

は
，

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

減
圧
後
に

，
最
大

1
1
0
m
３
／
h
で

原
子
炉
注
水

し
，
そ
の

後
は
炉
心
を

冠

水
維
持
す

る
よ
う
に

注
水
す
る
。
ま
た
，
低
圧

代
替
注
水
系
（

可
搬
型

）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

を
代

替
格

納
容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬
型

）

に
よ

る
格
納

容
器
冷

却
と

併
せ

て
実

施
す

る
場
合

は
，

50
m
３
／

h
の

流

量
で

原
子
炉
注

水
す
る
も

の
と
す
る
。

 

 (c
-1

-8
)
代
替

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（

可
搬
型
）
は
，
1
30
m
３
／

h
の

流

量
で

格
納
容
器

内
に
ス
プ

レ
イ
す
る
。

 

   (c
-1

-9
)
残
留

熱
除
去
系
（

低
圧
注

水
系
）
は
，
1,
60
5m

３
／
h（

0
.
14
M
P
a[
d
i
f]

に
お
い
て

）
（
最
大

1,
67
6
m
３
／
h
）
の
流
量

で
注
水

す
る
も
の

と
す
る
。
 

    

・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

     ・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

     ・
ホ

(3
)(
ⅱ

)b
.(
c-
1-

1-
2)
低
圧
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
に

よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

     ・
リ

(
3
)(
ⅱ
)ａ

.
(b
)
(
b-
1
-
2)
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ

イ
冷
却

系
（

可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
の
冷
却
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

     

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
安
全
弁
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

  

                   ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

可
搬
型
）
の
取
扱

い
を
設

定
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
 

          ・
残
留

熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
系
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

    



-
 

ﾊ
 
-
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-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
c-
1
-1
0
)残

留
熱
除

去
系
（
格

納
容
器

ス
プ
レ
イ
冷
却

系
）
及
び
残
留
熱
除

去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

は
，

原
子

炉
水

位
を

原
子

炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
ま

で
上
昇
さ
せ

た
後
に
，
残
留
熱
除

去
系
（
格

納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系

）
を

使
用
す

る
場
合
は

，
1,
69
2m

３
／
h
の
流

量
で

格
納

容
器

内
に

ス
プ

レ
イ

す
る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

伝
熱
容

量

は
，

熱
交
換

器
1
基
当
た

り
約

43
MW

（
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水

温
度

10
0℃

，
海
水
温
度

3
2℃

に
お
い

て
）
と
す

る
。

 

(c
-1

-1
1)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(c
-1

-1
1-
1)
交
流
電

源
は

24
時
間
使
用

で
き
な
い

も
の
と
し

，
事
象
発
生
か

ら
2
4

時
間

後
に

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

っ
て

供
給

を
開

始
す

る
。
 

(c
-1

-1
1-
2)
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
原

子
炉
急
速
減
圧

操
作
は

，
事
象
発

生
か

ら
8
時
間

1
分
後
に

実
施
す
る
。
 

(c
-1

-1
1-
3)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
格
納
容

器

冷
却
操
作

は
，
格
納

容
器
圧
力
が

0
.2
7
9M
Pa
[g
ag

e]
に
到
達

し
た
場
合

に
実

施
す

る
。

な
お

，
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

は
，

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注
水
系

）
に
よ
る
原
子

炉
注
水

を
開
始
す

る
前
に
停

止
す
る
。
 

(c
-1

-1
1-
4)
残
留

熱
除

去
系
（
低
圧
注
水
系
）
に
よ

る
原

子
炉
注

水
操

作
及
び

残
留
熱
除

去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
）
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱

操
作
は
，

事
象
発
生

か
ら

24
時
間

10
分
後
に
実

施
す
る
。
 

 (
c
-
2
)
外

部
電

源
喪

失
時
に

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機

等
の

機
能

，
直

流
電

源
及
び
原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の

機
能
が
喪

失
す
る
事

故
 

 (c
-2

-1
)起

因
事
象

と
し
て
，
外

部
電
源
を
喪

失
す
る
も

の
と
す

る
。
 

(c
-2

-2
)安

全
機
能

と
し
て
は
，
12
5V

系
蓄
電
池
Ａ

系
及
び

12
5V

系
蓄
電
池

Ｂ

系
並

び
に

高
圧

炉
心

ス
プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
機

能
喪

失
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

れ
ら
に

よ
り

，
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
及

び
直

流
電

源
を

制
御

電
源
と

し
て

い
る

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
が

機
能

喪
失

す
る

も
の

と
す

る
。
ま

た
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

及
び

原
子
炉
隔

離
時
冷
却

系
の
本
体
故

障
を
想
定

す
る
。
 

 (c
-2

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

   

  ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

                                  

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

                               

・
残

留
熱
除
去

系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
）

及
び
残
留

熱
除
去
系
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー

ル
冷
却
系

）
の
取
扱

い
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
 

      

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
交
流
電

源
の

取
扱

い
を

想
定

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
 

    

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

 

      

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 

   ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
c
-
2
-
4)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

  (
c
-
2
-
5)

高
圧

代
替

注
水

系
は

，
運

転
員

に
よ

る
高

圧
代

替
注

水
系
蒸

気
供

給

弁
の

遠
隔
で

の
手
動

開
閉
操

作
に

よ
っ

て
，
設

計
値
で

あ
る

13
6.

7m
３

／
h（

7
.8
6M
Pa
[g
a
ge
]～

1.
04
M
Pa
[g
ag
e
]に

お
い
て

）
の
流
量

で
注
水

す
る

も
の
と
す

る
。

 

  (
c
-
2
-
6)

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ

リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原
子

炉

減
圧

に
は
逃
が

し
安
全
弁

（
自
動
減
圧

機
能
）（

7
個
）
を
使
用

す
る
も

の
と

し
，
容
量
と
し
て

，
1
個
当

た
り
定

格
主
蒸
気

流
量
の
約

6
％
を
処

理
す

る
も
の
と

す
る
。

 

  (
c
-
2
-
7)

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

は
，

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

減
圧
後
に

，
最
大

1
1
0
m
３
／
h
で

原
子
炉
注
水

し
，
そ
の

後
は
炉
心
を

冠

水
維
持
す

る
よ
う
に

注
水
す
る
。
ま
た
，
低
圧

代
替
注
水
系
（

可
搬
型

）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

を
代

替
格

納
容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬
型

）

に
よ

る
格
納

容
器
冷

却
と

併
せ

て
実

施
す

る
場
合

は
，

50
m
３
／

h
の

流

量
で

原
子
炉
注

水
す
る
も

の
と
す
る
。

 

 (c
-2

-8
)
代
替

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（

可
搬
型
）
は
，
1
30
m
３
／

h
の

流

量
で

格
納
容
器

内
に
ス
プ

レ
イ
す
る
。

 

   (c
-2

-9
)
残
留

熱
除
去
系
（

低
圧
注

水
系
）
は
，
1,
60
5m

３
／
h（

0
.
14
M
P
a[
d
i
f]

に
お
い
て

）
（
最
大

1,
67
6
m
３
／
h
）
の
流
量

で
注
水

す
る
も
の

と
す
る
。
 

   (
c-
2
-1
0
)残

留
熱
除

去
系
（
格

納
容
器

ス
プ
レ
イ
冷
却

系
）
及
び
残
留
熱
除

去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

は
，

原
子

炉
水

位
を

原
子

炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
ま

で
上
昇
さ
せ

た
後
に
，
残
留
熱
除

去
系
（
格

・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   ・
ホ

(
3
)(
ⅱ
)b
.
(
a-
1
-
1)
高
圧

代
替
注

水
系
に
よ
る
原

子
炉
冷

却
 

    ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

     ・
ホ

(3
)(
ⅱ

)b
.(
c-
1-

1-
2)
低
圧
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
に

よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

     ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
a
.(
b
)
(b
-
1
-2
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
（

可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
の
冷
却
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

       

計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
6 

高
圧
代
替
注

水
系
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
安
全
弁
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

    

                 ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

可
搬
型
）
の
取
扱

い
を
設

定
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
 

          ・
残
留

熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
系
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

   ・
残

留
熱
除
去

系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
）

及
び
残
留

熱
除
去
系
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー

ル
冷
却
系

）
の
取
扱

い
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系

）
を

使
用
す

る
場
合
は

，
1,
69
2m

３
／
h
の
流

量
で

格
納

容
器

内
に

ス
プ

レ
イ

す
る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

伝
熱
容

量

は
，

熱
交
換

器
1
基
当
た

り
約

43
MW

（
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水

温
度

10
0℃

，
海
水
温
度

3
2℃

に
お
い

て
）
と
す

る
。

 

 (c
-2

-1
1)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(c
-2

-1
1-
1)
高
圧
代

替
注
水
系

に
よ
る

原
子
炉
注
水
操

作
は
，
事
象
発
生

か
ら

2
5
分
後
に
開

始
す
る
。
 

  (c
-2

-1
1-
2)
交
流
電

源
は

24
時
間
使
用

で
き
な
い

も
の
と
し

，
事
象
発
生
か

ら
2
4

時
間

後
に

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

っ
て

供
給

を
開

始
す

る
。
 

(c
-2

-1
1-
3)
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
原

子
炉
急
速
減
圧

操
作
は

，
事
象
発

生
か

ら
8
時
間

1
分
後
に

実
施
す
る
。
 

(c
-2

-1
1-
4)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
格
納
容

器

冷
却
操
作

は
，
格
納

容
器
圧
力
が

0
.2
7
9M
Pa
[g
ag

e]
に
到
達

し
た
場
合

に
実

施
す

る
。

な
お

，
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

は
，

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注
水
系

）
に
よ
る
原
子

炉
注
水

を
開
始
す

る
前
に
停

止
す
る
。
 

(c
-2

-1
1-
5)
残
留

熱
除

去
系
（
低
圧
注
水
系
）
に
よ

る
原

子
炉
注

水
操

作
及
び

残
留
熱
除

去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
）
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱

操
作
は
，

事
象
発
生

か
ら

24
時
間

10
分
後
に
実

施
す
る
。
 

 (
c
-
3)

外
部

電
源

喪
失

時
に

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

の
機

能
が

喪
失

し
，
逃
が

し
安
全
弁
の
再
閉
鎖
に

失
敗
す
る

事
故
 

(c
-3

-1
)起

因
事
象

と
し
て
，
外

部
電
源
を
喪

失
す
る
も

の
と
す

る
。
 

(
c
-
3
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

全
て

の
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
等

の
機

能
喪

失
を

想
定

し
，

全
交
流

動
力

電
源

を
喪

失
す

る
も

の
と

す
る

。
さ

ら
に
，
逃

が
し
安
全
弁

1
個
の
開

固
着
が
発

生
す
る
も

の
と
す
る
。
 

 (c
-3

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

 (
c
-
3
-
4)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

信
号
に

よ
る

も

の
と

す
る
。

 

  

・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

                                ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

                             計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 

た
め
 

      ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
交

流
電
源
の

取
扱
い
を

想
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

    

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

       

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
c
-
3
-
5)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
は

，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ
ベ

ル
２

）

で
自

動
起
動

し
，
1
3
6
.7
m
３
／

h
（

7
.
86
M
P
a[
g
a
ge
]
～

1.
04
M
P
a
[
ga
g
e
]

に
お

い
て
）
の

流
量
で
注

水
す
る
も
の

と
す
る
。

 

   (
c
-
3
-
6)

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ

リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原
子

炉

減
圧
に
は

再
閉
鎖
に

失
敗
し
た

1
個
に

加
え
て
逃

が
し
安
全

弁
（
自
動

減
圧
機
能

）（
6
個
）
を
使
用
す

る
も
の

と
し
，

容
量
と

し
て
，

1
個
当

た
り

定
格
主
蒸

気
流
量
の
約

6
％
を
処
理
す

る
も
の
と

す
る
。

 

  (
c
-
3
-
7)

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

は
，

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

減
圧
後
に

，
最
大

1
1
0
m
３
／
h
の

流
量
で
原
子

炉
注
水
し

，
そ
の
後
は

炉

心
を
冠
水

維
持
す
る

よ
う
に
注
水

す
る
。
ま
た
，
低
圧
代

替
注
水

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
を

代
替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系
（

可

搬
型

）
に
よ

る
格
納

容
器

冷
却

と
併

せ
て

実
施
す

る
場

合
は

，
5
0m

３
／

h
の

流
量
で
原

子
炉
注
水

す
る
も
の
と

す
る
。

 

(c
-3

-8
)
代
替

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（

可
搬
型
）
は
，
1
30
m
３
／

h
の

流

量
で

格
納
容
器

内
に
ス
プ

レ
イ
す
る
。

 

   (
c
-
3
-
9
)
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）
及

び
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

は
，

原
子

炉
水

位
を

原
子

炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
ま

で
上
昇
さ
せ

た
後
に
，
残
留
熱
除

去
系
（
格

納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却
系

）
を

使
用
す

る
場
合
は

，
1,
69
2m

３
／
h
に
て

格
納

容
器

内
に

ス
プ

レ
イ

す
る

も
の
と

す
る

。
ま

た
，

伝
熱

容
量
は

，

熱
交

換
器

1
基
当
た
り

約
4
3M
W
（
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル

水
温
度

1
0
0
℃
，
海
水

温
度

3
2℃

に
お
い
て
）

と
す
る
。

 

 (
c
-
3
-
10
)
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧
注

水
系
）
は

，
1
,6
0
5
m
３
／
h（

0
.
1
4
MP
a
[
di
f
]

に
お
い
て

）
（
最
大

1,
67
6
m
３
／
h
）
の
流
量

で
注
水

す
る
も
の

と
す
る
。
 

   

・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

     ・
ホ

(3
)(
ⅱ

)b
.(
c-
1-

1-
2)
低
圧
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
に

よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

    ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
a
.(
b
)
(b
-
1
-2
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
（

可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
の
冷
却
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

            

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4
.
1
 
主

蒸
気
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
  

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 

       ・
逃
が

し
安
全
弁
（
安

全
弁
機
能
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

    ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

可
搬
型
）
の
取
扱

い
を
設

定
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
 

         ・
残

留
熱
除
去

系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
）

及
び
残
留

熱
除
去
系
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー

ル
冷
却
系

）
の
取
扱

い
を
設
定
し

た
も
の

で
あ
る

た
め
 

    ・
残
留

熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
系
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(c
-3

-1
1)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(c
-3

-1
1-
1)
交
流
電

源
は

24
時
間
使
用

で
き
な
い

も
の
と
し

，
事
象
発
生
か

ら
2
4

時
間

後
に

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

っ
て

供
給

を
開

始
す

る
。
 

(c
-3

-1
1-
2)
低
圧
代

替
注
水
系
（

可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

注
水
操

作
は
，
事

象
発
生
か
ら

3
時
間

後
に
開
始
す

る
。
 

(c
-3

-1
1-
3)
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
原

子
炉
急
速
減
圧

操
作
は

，
低
圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る
原

子
炉

注
水

の
準

備
が

完
了

し
た

時
点

で
開

始
す
る
。
 

(c
-3

-1
1-
4)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
格
納
容

器

冷
却
操
作

は
，
格
納

容
器
圧
力
が

0
.2
7
9M
Pa
[g
ag

e]
に
到
達

し
た
場
合

に
実

施
す

る
。

な
お

，
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

は
，

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注
水
系

）
に
よ
る
原
子

炉
注
水

を
開
始
す

る
前
に
停

止
す
る
。
 

(c
-3

-1
1-
5)
残
留

熱
除

去
系
（
低
圧
注
水
系
）
に
よ

る
原

子
炉
注

水
操

作
及
び

残
留
熱
除

去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
）
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱

操
作
は
，

事
象
発
生

か
ら

24
時
間

10
分
後
に
実

施
す
る
。
 

  (d
) 

崩
壊
熱
除
去
機
能

喪
失
 

(
d
-
1
)取

水
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
 

(d
-1

-1
)起

因
事
象

と
し
て

，
給
水

流
量
の
全

喪
失
が
発
生
す

る
も
の

と
す
る
。 

(
d
-
1
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

取
水

機
能

の
喪

失
に

よ
り
崩

壊
熱

除
去

機
能

が
喪
失
す

る
も
の
と

す
る
。
 

(d
-1

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

  (
d
-
1
-
4)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

  (
d
-
1
-
5)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
は

，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ
ベ

ル
２

）

で
自

動
起
動

し
，
1
3
6
.7
m
３
／

h
（

7
.
86
M
P
a[
g
a
ge
]
～

1.
04
M
P
a
[
ga
g
e
]

に
お

い
て
）
の

流
量
で
注

水
す
る
も
の

と
す
る
。

 

   

                           ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     

                           計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
交

流
電
源
の

取
扱
い
を

想
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

     

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

 

         

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
d
-
1
-
6)

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ

リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原
子

炉

減
圧

に
は
逃
が

し
安
全
弁

（
自
動
減
圧

機
能
）（

7
個
）
を
使
用

す
る
も

の
と

し
，
容
量
と
し
て

，
1
個
当

た
り
定

格
主
蒸
気

流
量
の
約

6
％
を
処

理
す

る
も
の
と

す
る
。

 

  (d
-1

-7
)
低
圧

代
替
注
水

系
（
常

設
）
は
，
逃

が
し
安

全
弁
（
自
動

減
圧
機
能

）

に
よ
る

原
子
炉
減

圧
後

に
，

最
大

37
8m

３
／

h
の
流

量
で

原
子

炉
注

水

し
，

そ
の
後
は
炉
心

を
冠
水
維

持
す
る

よ
う
に
注
水
す

る
。
 

  (d
-1

-8
)
緊
急

用
海
水
系

の
伝
熱
容

量
は
，
約

2
4
M
W（

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・

プ

ー
ル

水
温
度

1
0
0℃

，
海

水
温
度

32
℃
に

お
い
て
）

と
す
る
。

 

    (
d
-
1
-
9)

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
を

使
用
す

る
場

合

は
，

1,
69
2
m
３
／
h
に
て
格

納
容
器

内
に
ス
プ

レ
イ
す
る
も
の

と
す
る

。

ま
た

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
及

び
残
留

熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー
ル

冷
却

系
）

の
伝

熱
容

量
は
，

熱

交
換

器
1

基
当

た
り

約
2
4M
W
（

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

1
0
0
℃
，
海
水

温
度

3
2℃

に
お
い
て
）

と
す
る
。

 

 (
d
-
1
-
10
)
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧
注

水
系
）
は

，
1
,6
0
5
m
３
／
h（

0
.
1
4
MP
a
[
di
f
]

に
お
い
て

）
（
最
大

1,
67
6
m
３
／
h
）
の
流
量

で
注
水

す
る
も
の

と
す
る
。
 

 (d
-1

-1
1)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(d
-1

-1
1-
1)
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
原

子
炉
急
速
減
圧

操
作
は

，
低
圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

起
動

操
作
後

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
が

6
5
℃
に
到

達
し
た
場

合
に
開
始
す

る
。
 

 (d
-1

-1
1-
2)
緊
急

用
海

水
系
を
用

い
た
残

留
熱
除

去
系

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

冷
却
系
）
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
操

作
は

，
格
納

容
器

圧
力

0.
27

9M
Pa

［
g
a
g
e
］

に
到

達
し

た
場

合
に

開
始

す
る

。
ま

た
，

残
留

熱
除

去
系

に

・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

     ・
ホ

(
3)
b
.
(
c)
(
c
-1
-
1
-1
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
発

電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅵ
)b
.
(
a)
緊
急
用
海

水
系
に

よ
る
原
子
炉
格

納
容
器

内
の

減
圧
及
び
徐
熱
 

    ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

      ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

           

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

7.
2 

緊
急
用
海
水

系
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

        

       ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

常
設
）
の

取
扱
い

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

                ・
残
留

熱
除
去
系
（
低

圧
注
水
系
）
の
取

扱
い
を

設
定
し
た

も
の
で
あ
る
た

め
 

   ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

 ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 



-
 

ﾊ
 
-
 
2
0 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

よ
る
格
納

容
器
除
熱

の
開
始
後
に
，
原
子

炉
水
位
が
原
子
炉

水
位
高
（
レ

ベ
ル

８
）

設
定

点
に

到
達
し

た
場

合
は

，
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

を
停
止

し
，

以
降

は
残

留
熱

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
注
水
に

よ
り
原
子

炉
水
位
を
維

持
す
る
。
 

(
d-
2
)残

留
熱
除
去

系
が
故
障
し

た
場
合
 

(d
-2

-1
)起

因
事
象

と
し
て

，
給
水

流
量
の
全

喪
失
が
発
生
す

る
も
の

と
す
る
。 

(
d
-
2
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

残
留

熱
除

去
系

の
故

障
に
よ

り
崩

壊
熱

除
去

機
能
が
喪

失
す
る
も

の
と
す
る
。
 

 (d
-2

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

る
も
の
と
す

る
。
 

 (
d
-
2
-
4)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

  (d
-2

-5
)
Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ
緩
和

設
備
（
代

替
再
循
環

系
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ
プ
機

能
）
は
，

原
子

炉
水
位
異

常
低
下
（
レ
ベ

ル
２
）
信

号
に
よ
り

再
循
環
系

ポ
ン
プ

2

台
全

て
を
自
動

停
止
す
る

も
の
と
す
る

。
 

   (
d
-
2
-
6)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
は

，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ
ベ

ル
２

）

で
自

動
起
動

し
，
1
3
6
.7
m
３
／

h
（

7
.
86
M
P
a[
g
a
ge
]
～

1.
04
M
P
a
[
ga
g
e
]

に
お

い
て
）
の

流
量
で
注

水
す
る
も
の

と
す
る
。

 

   (
d
-
2
-
7)

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
は

，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ
ベ

ル
２

）

で
自

動
起

動
し

，
1,
41
9
m
３
／

h
（
1.
3
8M
Pa
[d
if
]
 に

お
い
て
）
（

最
大

1
,
4
1
9
m
３
／

h）
の
流
量
で

注
水
す

る
も
の
と
す
る

。
 

    (
d
-
2
-
8)

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ

リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原
子

炉

減
圧

に
は
逃
が

し
安
全
弁

（
自
動
減
圧

機
能
）（

7
個
）
を
使
用

す
る
も

           ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   ・
へ

(5
)
( 

)
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界

に
す

る
た
め
の
設
備
 

    ・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

      ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

 

           計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
制
御

方
式
及
び

制
御
方
法
 

7.
9 

Ａ
Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩
和
設

備
（
代

替
原

子
炉
再
循

環
系
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ

プ
機
能
）

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7
 
工
学

的
安
全
施

設
等
の
起
動
信

号
 

・
工

学
的
安

全
施
設
等
の
起
動
（
作

動
）
信
号
の

設
定
値
の

根
拠
に
関

す
る
説
明

書
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

      

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

                 ・
高
圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
系
の
取
扱

い
を
設

定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
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ﾊ
 
-
 
2
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-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

の
と

し
，
容
量
と
し
て

，
1
個
当

た
り
定

格
主
蒸
気

流
量
の
約

6
％
を
処

理
す

る
も
の
と

す
る
。

 

  (d
-2

-9
)
低
圧

代
替
注
水

系
（
常

設
）
は
，
逃

が
し
安

全
弁
（
自
動

減
圧
機
能

）

に
よ
る
原

子
炉
減
圧

後
に
，
最
大

37
8
m
３
／
h
に
て
原
子

炉
注
水

し
，
そ

の
後

は
炉

心
を

冠
水

維
持

す
る

よ
う

に
注

水
す
る

。
ま

た
，

原
子
炉

注

水
と

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

を
同
時
に
実

施
す
る
場

合
は
，
23
0
m
３
／
h
に

て
原

子
炉
へ
注

水
す
る
。

 

  (d
-2

-1
0)

代
替

格
納
容

器
ス
プ
レ

イ
冷
却

系
（
常

設
）
は

，
1
30
m
３
／

h
の

流

量
で

格
納
容
器

内
に
ス
プ

レ
イ
す
る
。

 

     (
d
-
2
-
11
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

等
は

，
格

納
容

器
圧

力

0.
3
1M
Pa
[g

ag
e]
に
お
け
る
排
出

流
量

1
3
.4
kg
／
s
に
対
し
て
，
第

二
弁

を
全

開
に
て
格

納
容
器
除

熱
を
実
施
す

る
。

 

  (d
-2

-1
2)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(d
-2

-1
2-
1)
逃
が
し

安
全
弁
に

よ
る
原

子
炉
急
速
減
圧

操
作
は

，
サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
温

度
が

65
℃
に

到
達
し
た
場
合

に
実
施
す

る
。
 

(d
-2

-1
2-
2)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
（
常

設
）
に

よ
る
格
納
容

器
冷

却
操
作
は

，
格
納
容

器
圧
力
が

0
.
2
79
M
P
a[
g
a
ge
]
に
到
達
し

た
場
合
に

実
施

す
る

。
な

お
，

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル
水
位

が
通
常
水

位
＋
6
.5
m
に

到
達
し
た
場
合

に
停
止
す

る
。
 

(d
-2

-1
2-
3)
格
納
容

器
圧
力
逃

が
し
装

置
等
に
よ
る
格

納
容
器

除
熱
操
作

は
，

格
納
容
器

圧
力
が

0
.
31
M
P
a[
g
a
g
e
]に

到
達
し
た

場
合
に
実
施

す
る
。
 

    

    ・
ホ

(
3)
b
.
(
c)
(
c
-1
-
1
-1
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
発

電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

     ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
a
.(
a
)
(a
-
2
-1
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
（

常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器

の
冷
却
 

     ・
ホ

(4
)(
ⅵ
)a
.
(
a)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

                 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
  

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2 

格
納
容
器
圧

力
逃
が
し
装
置
 

              

     ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

常
設
）
の

取
扱
い

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

                    

  

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

 

    



-
 

ﾊ
 
-
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(e
) 

原
子
炉
停
止

機
能
喪
失
 

(
e
-
1
)
起

因
事

象
と

し
て
，

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤
閉

止
が

発
生

す
る

も
の

と
す

る
。
 

(
e
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム
に

失
敗

す
る

も
の

と
し

，
ま

た
，

手
動

で
の

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
を

実
施

で
き
な

い
も

の
と

す
る

。
さ

ら

に
，

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿
入
機

能
）

は
作

動
し

な
い

も

の
と
す
る

。
 

(
e
-
3
)
評

価
対

象
と

す
る
炉

心
の

状
態

は
，

平
衡
炉

心
の

サ
イ

ク
ル

末
期

と
す

る
。
 

(e
-4

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
る

も
の
と
す
る

。
 

  (
e
-
5
)
主

蒸
気

隔
離

弁
の

閉
止

に
要
す

る
時

間
は

，
最

も
短

い
時

間
と

し
て

設

計
値

の
下
限
で

あ
る

3
秒

と
す
る
。

 

    (
e
-
6
)
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替
再

循
環

系
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
は

，

原
子

炉
圧
力
高
（

7.
39
MP
a[

ga
ge
]）

又
は
原

子
炉
水
位
異
常

低
下
（
レ
ベ

ル
２

）
信
号
に

よ
り
再
循

環
系
ポ
ン
プ

2
台
全

て
を
自
動
停
止

す
る
も
の

と
す

る
。

ま
た
，
再

循
環
系
ポ

ン
プ
が

1
台
以
上
ト

リ
ッ
プ
し
て
い
る
状

態
で

運
転

点
が

運
転

特
性

図
上

の
高

出
力

－
低
炉

心
流

量
領

域
に

入
っ

た

場
合

に
作

動
す

る
選

択
制

御
棒

挿
入

に
つ

い
て
も

作
動

し
な

い
も

の
と

仮

定
す
る
。
 

 (
e
-
7
)
逃

が
し

安
全

弁
（

逃
が

し
弁
機

能
）

に
て

，
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ

ン
ダ
リ

の
過

度
の

圧
力

上
昇

を
抑
え

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

逃
が
し

安

全
弁
（
18

個
）
は

，
容
量
と
し
て

，
1
個
当

た
り
定
格

主
蒸
気
流

量
の
約

6％

を
処

理
す
る
も

の
と
す
る

。
 

  (
e
-
8
)
電

動
駆

動
給

水
ポ
ン

プ
は

，
主

蒸
気

隔
離
弁

の
閉

止
に

よ
り

タ
ー

ビ
ン

駆
動
給
水

ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
後
，
自
動

起
動
す
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
，

復
水

器
ホ

ッ
ト

ウ
ェ

ル
水

位
の

低
下

に
よ

り
電
動

駆
動

給
水

ポ
ン

プ
が

ト

リ
ッ
プ
す

る
も
の
と
す
る
。
 

 

            ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
隔
離
弁

 

     ・
へ

(5
)
( 

)
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界

に
す

る
た
め
の
設
備
 

      ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

         

            原
子
炉
冷

却
系
統
設

備
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(7
)主

蒸
気
隔
離
弁
 

  計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
制
御

方
式
及
び

制
御
方
法
 

7.
9 

Ａ
Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩
和
設

備
（
代

替
原

子
炉
再
循

環
系
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ

プ
機
能
）

 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
 

       

  

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

   ・
対
象
炉

心
の
取
扱

い
に
つ
い
て

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

          ・
選
択
制

御
棒
挿
入

の
取
扱
い
を

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

         ・
電
動
駆

動
給
水
ポ

ン
プ
の
運
転

状
態
を

設
定
し

た
も
の
で

あ
る
た
め
 

   



-
 

ﾊ
 
-
 
2
3 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
e
-
9
)
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

は
，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ

ベ
ル

２
）

で

自
動

起
動

し
，

1
3
6.
7
m

３
／

h
（

原
子

炉
圧

力
7
.8
6M
P
a
[
g
ag
e
]
～

1.
0
4M
Pa
[g

ag
e]
に
お
い
て
）
の

流
量
で

給
水
す
る

も
の
と
す
る

。
ま
た
，

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温

度
が

1
0
6℃

に
到
達
し

た
時
点
で
停

止
す

る
も
の
と

す
る
。
 

 (e
-1

0)
高

圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
は

，
原

子
炉
水
位

異
常
低
下
（
レ
ベ

ル
２
）
又

は
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
圧
力
高
（

13
.7
kP
a[
g
ag
e]
）
で
自
動
起
動

し
，
14
5m

３
／

h
～

1
,
5
0
6
m
３
／

h
（

8
.
3
0M
P
a
[
d
if
]
～

0
M
Pa
[
d
if
]
に

お
い

て
）

の

流
量

で
注
水
す

る
も
の
と

す
る
。

 

    (e
-1

1)
ほ

う
酸
水
注

入
系
は
，
事
象
発

生
か
ら

6
分
後

に
手

動
起
動

し
，
16
3L

／
m
in

の
流

量
及

び
ほ

う
酸

濃
度

1
3
.4
w
t
％

で
注

入
す

る
も

の
と

す

る
。

 

   (e
-1

2)
残

留
熱
除
去

系
（
サ
プ

レ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ
ー
ル

冷
却
系
）
の
伝
熱

容
量

は
，

熱
交
換

器
1
基
当
た

り
約

53
MW

（
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水

温
度

10
0℃

，
海
水
温
度

2
7.
2
℃
に
お
い
て
）
と
す
る

。
 

(e
-1

3)
事
故
収
束
の

た
め
の
運

転
員
等

操
作
と
し
て
は

，
以

下
の
と
お
り

と
す

る
。
 

(
e
-
1
3
-1
)
事

象
発

生
4

分
後
に

自
動

減
圧

系
等

の
起

動
阻

止
操

作
を

実
施

す

る
。
 

(e
-1

3-
2)
ほ
う
酸
水

注
入
系
は

，
事
象

発
生
か
ら

6
分

後
に
手

動
起
動
す
る
。
 

(e
-1

3-
3)
残
留
熱
除

去
系
（
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
冷

却
系
）
に
よ

る
格

納
容
器
除

熱
操
作
は

，
事
象
発
生

17
分
後

に
実
施
す
る
。
 

 

(f
) 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時

注
水
機
能
喪

失
 

(
f
-
1
)破

断
箇
所
は

，
再
循
環
系

配
管
（
最
大
破
断

面
積
約

2,
9
0
0
㎝

２
）
と
し

，

破
断
面
積

を
約

3.
7
㎝

２
と
す
る

。
 

(
f
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
高

圧
注

水
機

能
と
し

て
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

及
び
高
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
機
能

と
し
て
残
留

熱
除
去

系
（
低

圧
注

水
系

）
及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
機
能

が
喪

失
す

る
も

の
と

す

・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     ・
へ

(2
)(
ⅱ
)そ

の
他
の
主
要
な

安
全
保
護
回

路
の
種
類
 

       ・
へ

(5
)
( 

)
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界

に
す

る
た
め
の
設
備
 

    ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

                

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7
 
工
学

的
安
全
施

設
等
の
起
動
信

号
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
1 

高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

ほ
う
酸
水
注

入
系
 

・
制
御
能

力
に
つ
い

て
の
計
算

書
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

              

      ・
高
圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
系
の
取
扱

い
を
設

定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
 

      ・
ほ
う
酸

水
注
入
系

の
取
扱
い
を

設
定
し

た
も
の

で
あ
る
た

め
 

          

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

    

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  



-
 

ﾊ
 
-
 
2
4 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

る
。

ま
た

，
原

子
炉

減
圧

機
能

と
し

て
自

動
減
圧

系
の

機
能

が
喪

失
す

る

も
の
と
す

る
。
 

(f
-3

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

 (
f
-
4
)
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

原
子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信

号
に

よ
る

も

の
と

す
る
。

 

  (
f
-
5
)
逃

が
し

安
全

弁
（

安
全

弁
機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン

ダ
リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原

子
炉
減

圧

に
は

逃
が
し
安

全
弁
（
自
動
減

圧
機
能

）（
7
個

）
を

使
用
す
る

も
の
と
し
，

容
量

と
し
て
，
1
個
当
た
り
定
格

主
蒸
気

流
量
の
約

6％
を
処
理

す
る
も
の

と
す

る
。

 

 (
f
-
6
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
は

，
逃

が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

）

に
よ
る
原

子
炉
減
圧
後
に
，

最
大

37
8m

３
／
h
の
流
量
で

原
子
炉
注
水

し
，

そ
の

後
は

炉
心
を

冠
水

維
持
す

る
よ

う
に

注
水

す
る

。
ま
た

，
原

子
炉

注

水
と

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

を
同
時
に
実

施
す
る
場

合
は
，
23
0
m
３
／
h
に
て

原
子

炉
へ
注
水

す
る
。

 

 (
f
-
7
)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ
冷

却
系
（
常

設
）
は
，
1
3
0m

３
／
h
の
流

量
で

格
納

容
器
内
に

ス
プ
レ
イ

す
る
。

 

   (
f-
8
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し
装

置
等

は
，

格
納

容
器

圧
力

0
.
3
1
M
Pa
[
g
ag
e
]

に
お

け
る
排
出

流
量

1
3
.4
k
g／

s
に
対

し
て
，

第
二
弁
を
全
開

に
て
格
納

容
器

除
熱
を
実

施
す
る
。

 

  

  

(
f
-
9
)
事

故
収

束
の

た
め
の

運
転

員
等

操
作

と
し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(
f
-
9
-
1
)
逃

が
し

安
全

弁
に

よ
る

原
子

炉
急

速
減

圧
操

作
は
，

事
象

発
生

か
ら

2
5
分
後
に
開

始
す
る
。
 

 

    ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   ・
ホ

(1
)(
ⅱ
)c
.主

蒸
気
系
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

    ・
ホ

(
3)
b
.
(
c)
(
c
-1
-
1
-1
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
発

電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

    ・
リ

(
3
)(
ⅱ
)ａ

.
(a
)
(
a-
2
-
1)
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ

イ
冷
却

系
（

常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器

の
冷
却
 

   ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
b)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

          

    計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
 

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

  ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
6.
1 

格
納
容
器

圧
力
逃
が
し
装

置
 

       

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

          ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

常
設
）
の

取
扱
い

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

                  ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 



-
 

ﾊ
 
-
 
2
5 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
f
-
9
-
2
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ
る

格
納

容
器

冷
却

操
作
は
，

格
納
容
器

圧
力
が

0
.2
79

MP
a[
ga
ge
]に

到
達
し
た

場
合
に
実

施
す

る
。

な
お

，
格

納
容
器

ス
プ

レ
イ

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水
位
が

通
常
水
位

＋
6
.
5m

に
到

達
し
た
場
合
に

停
止
す
る

。
 

(
f
-
9
-
3
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

等
に

よ
る

格
納

容
器
除

熱
操

作
は

，
格

納
容
器
圧

力
が

0.
31

MP
a[
ga
ge
]に

到
達
し
た
場

合
に
実
施
す

る
。
 

(
f
-
1
0
)
敷

地
境

界
及

び
非

居
住

区
域

境
界

で
の

実
効

線
量

評
価

の
条

件
と

し

て
は
，
以

下
の
と
お

り
と
す
る
。
 

(f
-1

0-
1)
事
故
発
生

時
の
原
子

炉
冷
却

材
中
の
核
分
裂

生
成
物

の
濃
度
は

，
運

転
上
許
容

さ
れ
る

I-
1
3
1
の
最

大
濃
度

と
し
，
そ

の
組
成
を

拡
散
組
成

と
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
，
事

故
発

生
時

に
原

子
炉

冷
却

材
中

に
存

在
す

る
よ
う
素

は
，
I
-1
3
1
等

価
量
で
約

4
.
7×

1
0
１
２
Bq

と
な
る
。
 

(
f
-
1
0
-2
)
原

子
炉

圧
力

の
低

下
に

伴
う

燃
料

棒
か

ら
の

核
分

裂
生

成
物

の
追

加
放
出
量

は
，
I
-1
3
1
に
つ
い

て
は

2
.
22
×
10

１
４
Bq

と
し

，
そ
の
他
の

核
分

裂
生

成
物

に
つ

い
て
は

そ
の

組
成

を
平

衡
組

成
と

し
て

求
め

，
希

ガ
ス
に
つ

い
て
は
よ

う
素
の

2
倍

の
放
出

が
あ
る
も

の
と
す
る

。
こ
れ

に
よ
り
，
原
子
炉
圧

力
の
低
下

に
伴
う

燃
料
棒
か
ら
の

追
加
放

出
量
は
，

希
ガ

ス
に

つ
い

て
は

ガ
ン

マ
線

実
効

エ
ネ

ル
ギ

0.
5
M
e
V
換

算
値

で
約

6
.0
×
10

１
５
B
q
，

よ
う

素
に

つ
い

て
は

I
-1
3
1

等
価

量
で

約
3.
9
×
 

1
0
１
４
Bq

と
な
る
。
 

(
f
-
1
0
-3
)
燃

料
棒

か
ら

追
加

放
出

さ
れ

る
よ

う
素

の
う

ち
，

有
機

よ
う

素
は

4
％
と
し
，
残

り
の

9
6％

は
無
機

よ
う
素
と

す
る
。
 

(f
-1

0-
4)
燃
料
棒
か

ら
追
加
放

出
さ
れ

る
核
分
裂
生
成

物
の
う

ち
，
希
ガ

ス
は

全
て
瞬
時

に
気
相
部

に
移
行
す
る

も
の
と
す

る
。
有
機

よ
う
素

の
う
ち
，

1
0
％

は
瞬

時
に

気
相

部
に
移

行
す

る
も

の
と

し
，

残
り

は
分

解
す

る
も

の
と

す
る

。
有

機
よ

う
素
か

ら
分

解
し

た
よ

う
素

及
び

無
機

よ
う

素
が

気
相
部
に

キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
さ
れ

る
割
合
は

2％
と
す
る
。

 

(f
-1

0-
5)
原
子
炉
圧

力
容
器
気

相
部
の

核
分
裂
生
成
物

は
，
逃
が
し
安
全

弁
等

を
通

し
て

崩
壊

熱
相

当
の
蒸

気
に

同
伴

し
，

格
納

容
器

内
に

移
行

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合
，

希
ガ

ス
及

び
有

機
よ

う
素

は
全

量
が

，
無

機
よ

う
素

は
格

納
容

器
ベ
ン

ト
開

始
ま

で
に

発
生

す
る

崩
壊

熱
相

当
の

蒸
気
に
伴

う
量
が
移

行
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(f
-1

0-
6)
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
で
の
ス

ク
ラ
ビ
ン

グ
等
に
よ
る

核
分

裂
生
成
物

の
除
去
効

果
に
つ
い
て

は
考
慮
し

な
い
も
の

と
す
る
。
ま
た
，

核
分

裂
生

成
物

の
自

然
減
衰

は
，

格
納

容
器

ベ
ン

ト
開

始
ま

で
の

期
間

に
つ
い
て

考
慮
す
る

。
 

 

                                     

                                     

  

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

 

           

・
安
全
評

価
指
針
に

基
づ
き
，
評
価

条
件
を

設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
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ﾊ
 
-
 
2
6 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(f
-1

0-
7)
敷
地
境
界

及
び
非
居

住
区
域

境
界
に
お
け
る

実
効
線

量
は
，
よ

う
素

の
内

部
被

ば
く

に
よ

る
実
効

線
量

及
び

希
ガ

ス
の

ガ
ン

マ
線

外
部

被
ば

く
に
よ
る

実
効
線
量

の
和
と
し
て

計
算
す
る

。
 

(f
-1

0-
8)
敷
地
境
界

に
お
け
る

大
気
拡

散
条
件
に
つ
い

て
は
，
格
納
容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
を

用
い

る
場
合

は
，

地
上

放
出

，
実

効
放

出
継

続
時

間
1

時
間
の
値

と
し
て

，
相

対
濃
度
（

χ
／
Ｑ

）
を

8
.
2×

1
0
－
５
（

s
／
m
３
）
，

相
対
線
量
（
Ｄ
／
Ｑ

）
を

9
.
9×

1
0
－
１

９
（

G
y／

B
q
）
と
し
，
耐
圧
強

化

ベ
ン

ト
系

を
用

い
る

場
合
は

，
排

気
筒

放
出

，
実

効
放

出
継

続
時

間
1

時
間
の
値

と
し
て

，
相

対
濃
度
（

χ
／
Ｑ

）
は

2
.
0×

1
0
－
６
（

s
／
m
３
）
，

相
対
線
量

（
Ｄ
／
Ｑ

）
は

8.
0
×
1
0
－
２
０
（
Gy
／

Bq
）
と
す
る

。
ま
た
，

非
居

住
区

域
境

界
に

お
け
る

大
気

拡
散

条
件

に
つ

い
て

は
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
を

用
い
る

場
合

は
，

地
上

放
出

，
実

効
放

出
継

続
時

間
1
時
間

の
値
と
し

て
，
相
対

濃
度
（

χ
／
Ｑ
）
を

2
.
9×

1
0
－
５
（
s／

m
３
）
，

相
対
線
量
（
Ｄ

／
Ｑ
）
を

4
.
0×

1
0
－

１
９
（

Gy
／
Bq
）
と

し
，
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
を

用
い
る

場
合

は
，

排
気

筒
放

出
，

実
効

放
出

継
続

時
間

1
時

間
の
値
と

し
て
，
相

対
濃
度
（
χ
／
Ｑ
）
は

2
.0
×

1
0
－

６
（
s

／
m
３
）
，
相

対
線
量
（
Ｄ
／
Ｑ
）
は

8
.1
×
10

－
２
０
（
G
y／

Bq
）
と
す
る

。 

 (
f
-
1
0
-9
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
有

機
よ

う
素

の
除

染
係

数
を

5
0
，

無
機
よ
う

素
の
除
染

係
数
を

10
0
と
す
る
。

 

  

(g
) 

格
納
容
器
バ

イ
パ
ス
（
イ

ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
シ
ス

テ
ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ａ
）
 

(
g
-
1
)
破

断
箇

所
は

，
残
留

熱
除

去
系

の
熱

交
換
器

フ
ラ

ン
ジ

部
と

し
，

破
断

面
積
は
，
約

2
1
cm

２
と
す
る
。
 

(
g
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

が
発

生
し

た
残

留
熱

除
去

系
Ｂ

系
が

機
能

喪
失

す
る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

保

守
的

に
同

じ
原

子
炉

建
屋

西
側

に
設

置
さ

れ
て
い

る
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ

系
及
び
残

留
熱
除
去
系
Ｃ
系
も
機

能
喪
失
す

る
も
の
と

す
る
。
 

 (g
-3

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

  (
g
-
4
)
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

原
子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信

号
に

よ
る

も

の
と

す
る
。

 

  

                  ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
b)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

             ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

   

                  原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

9
 
圧
力

逃
が
し
装

置
 

・
中
央
制

御
室
の
居

住
性
に
関

す
る
説
明
書
 

           計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

 

      

・
安
全
評

価
指
針
に

基
づ
き
，
評
価

条
件
を

設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

 

               

 

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

   ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
g
-
5
)
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

は
，
原

子
炉

水
位

異
常

低
下

（
レ

ベ
ル

２
）

で

自
動

起
動

し
，
1
3
6
.7
m
３
／

h
（

7
.
8
6M
P
a
[g
a
g
e]
～

1
.0
4
M
Pa
[
g
a
g
e]

に
お

い
て

）
の
流
量

で
注
水
す

る
も
の
と
す

る
。

 

   (
g
-
6
)
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

は
，

逃
が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

）
に

よ

る
原
子
炉

減
圧
後
に
，
1
,
4
19
m
３
／
h（

0
.8
4M
Pa
[
di
f]
に
お
い

て
）（

最
大

1
,
5
6
1
m
３
／

h）
の
流
量
で

注
水
す

る
も
の
と
す
る

。
 

  (
g
-
7
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
は

，
逃

が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

）

に
よ
る
原

子
炉
減
圧
後
に
，
最
大

3
7
8m

３
／
h
の

流
量
で
注
水
す

る
も
の
と

す
る

。
 

 (g
-8

)
原
子
炉

減
圧
に
は

逃
が
し
安

全
弁
（
自
動
減

圧
機
能
）（

7
個
）
を
使
用

す
る

も
の
と
し

，
容
量

と
し
て
，
1
個
当

た
り
定
格

主
蒸
気
流

量
の
約

6％

を
処

理
す
る
も

の
と
す
る

。
 

  (
g
-
9
)
事

故
収

束
の

た
め
の

運
転

員
等

操
作

と
し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(
g
-
9
-
1
)
逃

が
し

安
全

弁
に

よ
る

原
子

炉
急

速
減

圧
操

作
は
，

事
象

発
生

か
ら

1
5
分
後
に
開

始
す
る
も

の
と
す
る

。
 

(g
-9

-2
)残

留
熱
除

去
系
の
破
断

箇
所
隔
離
操

作
は
，
事

象
発
生

か
ら
約

3
時

間
後
に
開

始
す
る
も

の
と
し
，
事

象
発
生
の

5
時

間
後
に
完

了
す
る
も

の
と
す
る

。
 

 

(h
) 

津
波
浸
水
に

よ
る
最
終
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク

喪
失
 

以
下
に
示

す
も
の
を
除
き
「

(c
-1
)外

部
電
源
喪
失

時
に
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ

ル
発

電
機
等
の

機
能
が
喪

失
す
る
事
故

」
の
条
件

を
適
用
す

る
。
 

(
h
-
1
)
起

因
事

象
と

し
て
，

敷
地

に
遡

上
す

る
津
波

に
よ

る
敷

地
へ

の
津

波
浸

水
が
発
生

す
る
も
の
と
す
る
。
 

(
h
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
残

留
熱

除
去

系
及
び

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

の
取

水
機

能
喪

失
を

想
定

し
，

崩
壊

熱
除
去

機
能

及
び

全
交

流
動

力

電
源
が
喪

失
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

・
ホ

(4
)(
ⅲ
)原

子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

     ・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(b
)低

圧
炉
心

ス
プ
レ

イ
系
 

    ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
a
.(
a
)
(a
-
2
-1
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
（

常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器

の
冷
却
 

  ・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

                     

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
 

・
工

学
的
安
全

施
設
等
の

起
動
(
作
動

)信
号
の
設

定
値
の
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
2 

低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
  

                  

      ・
低
圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
系
の
取
扱

い
を
設

定
し
た

も
の
で
あ

る
た
め
 

   ・
低
圧

代
替
注
水

系
（

常
設
）
の

取
扱
い

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

          

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

      

 ・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(h
-3

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

  (h
-4

)
緊
急
用

海
水
系
の

伝
熱
容
量

は
約

24
MW
（

サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ
ー

ル

水
温
度

10
0℃

，
海
水
温

度
32
℃
に
お
い
て
）
と
す
る

。
 

  (
h
-
5
)
事

故
収

束
の

た
め
の

運
転

員
等

操
作

と
し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(h
-5

-1
)緊

急
用
海

水
系
を
用
い

た
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧
注
水
系
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

操
作
及
び
残
留
熱
除

去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
）
に

よ
る
格
納
容
器
除
熱
操
作
は

，
事

象
発
生

か
ら

24
時
間

2
5
分

後
に
実
施

す
る
。
 

 

ｃ
．
運
転

中
の
原
子

炉
に
お
け

る
重
大
事
故
 

(a
) 

雰
囲
気
圧
力

・
温
度
に
よ

る
静
的
負
荷

（
格
納
容

器
過
圧

・
過
温
破
損
）
 

(a
-1

)代
替
循
環
冷

却
系
を
使
用

す
る
場
合
 

(
a
-
1
-
1
)
起

因
事

象
と

し
て

，
大

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

が
発

生
す
る

も
の

と
す

る
。

破
断
箇
所

は
，
再
循

環
系
配
管
（

出
口
ノ
ズ

ル
）
と
す

る
。
 

(
a
-
1
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機

等
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

，
全

交
流

動
力
電

源
を

喪
失

す
る

も
の

と
す

る
。

さ
ら

に
，

非
常
用
炉

心
冷
却
系

等
が
機
能
喪

失
す
る
も

の
と
す
る

。
 

(a
-1

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

 (
a
-
1
-
4
)
水

素
の

発
生

に
つ

い
て

は
，

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

－
水
反

応
を

考
慮

す
る

も
の
と
す

る
。
 

 (
a
-
1
-
5)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

 (a
-1

-6
)主

蒸
気
隔

離
弁
は
，
事

象
発
生
と
同

時
に
閉
止

す
る
も

の
と
す
る
。
 

(a
-1

-7
)再

循
環
系

ポ
ン
プ
は
，
事
象
発

生
と
同
時

に
停
止
す
る

も
の
と
す

る
。 

 (a
-1

-8
)
低
圧

代
替
注
水

系
（
常
設

）
は
，
23
0m

３
／

h
の
流
量

で
原
子
炉
注

水

す
る

。
な

お
，

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水
は

，

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

と
同

じ
常

設
低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用
い

て

流
量

分
配
す
る

こ
と
で
実

施
す
る
。

 

   （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

                       ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

     ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)c
.
(
b)
(
b
-1
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 

  

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

                     計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

 

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

       ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

       

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
水

素
発
生
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

   

・
評

価
上
仮
定
し
た

条
件
で
あ

る
た
め
 

      



-
 

ﾊ
 
-
 
2
9 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(a
-1

-9
)
代
替

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（

常
設
）
は

，
13
0
m
３
／

h
の

流
量

で
格

納
容

器
内

に
ス

プ
レ

イ
す

る
。
な

お
，

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ
は

，

原
子

炉
注

水
と

同
じ

常
設

低
圧

代
替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

て
流
量

分

配
す

る
こ
と
で

実
施
す
る

。
 

(a
-1

-1
0)
格
納
容
器

下
部
注
水

系
（
常
設
）
に
よ
る
ペ
デ
ス

タ
ル
（
ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
部
）

水
位
の
確

保
操
作
は
考

慮
し
な
い

も
の
と
す

る
。
 

 (a
-1

-1
1)

代
替
循
環

冷
却
系
の
循

環
流
量
は

，
全
体
で

25
0
m
３
／
h
と
し
，
 

原
子
炉
注

水
へ

10
0
m
３
／
h
，
格

納
容
器
ス
プ

レ
イ
へ

1
5
0m

３
／
h
に
て

流
量
分
配

し
，
そ
れ

ぞ
れ
連
続

注
水
及

び
連
続
ス
プ
レ

イ
を
実

施
す
る
。 

 (a
-1

-1
2)
代
替
循
環

冷
却
系
か

ら
緊
急

用
海
水
系
へ
の

伝
熱
容

量
は
，
約

14
M
W

（
サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
温
度

1
00
℃
，
海
水
温
度

3
2
℃
に
お

い
て

）
と
す
る

。
 

 (a
-1

-1
3)

可
搬
型
窒

素
供
給
装
置

に
よ
る
格

納
容
器
内

窒
素
注
入
は
，
ガ
ス
温

度
30
℃
，
純

度
99
vo
l％

に
て

20
0m

３
／
h
（
窒

素
1
9
8m

３
／
h
及

び
酸

素
2
m
３
／
h
）
で
格
納
容
器

内
に
注

入
す
る
も

の
と
す
る
。

 

(a
-1

-1
4)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(a
-1

-1
4-
1)
交
流
電

源
は
，
常
設
代
替

交
流
電
源

設
備
に
よ

っ
て
供
給
を

開
始

し
，

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る
格

納
容

器

冷
却

操
作

及
び

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子
炉

注
水

操

作
は

，
事

象
発
生
か

ら
2
5
分
後
に

開
始
す
る

。
な

お
，
格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
及

び
原

子
炉

注
水

は
，

代
替

循
環

冷
却

系
の

運
転
開

始
後

に

停
止

す
る
。
 

(a
-1

-1
4-
2)
緊
急
用

海
水
系
に

よ
る
冷

却
水
（
海
水
）
の
確

保
操
作
及
び

代
替

循
環

冷
却
系
に
よ
る
格
納
容
器

除
熱
操

作
は
，
90

分
後
に
開

始
す
る
。 

(
a
-
1
-
14
-
3
)
可

搬
型

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
内

へ
の

窒
素

注
入

操

作
は

，
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度

が
4.
0v
ol
％

（
ド
ラ
イ
条
件

）
に
到

達
し

た
場

合
に

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

内
へ

窒
素
注

入
を

開

始
し

，
格
納
容
器
圧
力

0.
31
MP
a
［
ga
ge
］

到
達
に
よ
り
停
止

す
る
。
 

 (a
-1

-1
5)
Ｃ
ｓ
－
1
3
7
の

放
出
量
評
価

の
条
件
と

し
て
は
，

以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(a
-1

-1
5-
1)
事
象
発

生
直
前
ま

で
，
定

格
出
力
の

10
0％

で
長
時
間
に
わ

た
っ

て
運

転
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す

る
。
そ
の
運
転

時
間
は
，
燃
料

を
約

1

・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
a
.(
a
)
(a
-
2
-1
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
（

常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器

の
冷
却
 

     ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
a)
代
替
循
環

冷
却
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
内

の
減
圧
及
び
除
熱
 

  ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
a)
代
替
循
環

冷
却
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
内

の
減
圧
及
び
除
熱
 

  ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)
b.
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備
 

                    

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
8 

代
替
循
環
冷

却
系
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

7.
5 

窒
素
ガ
ス
代

替
注
入
系
 

                   

    ・
解

析
上
，
ペ
デ
ス

タ
ル
水
位
確

保
操
作

の
取
扱

い
を
設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

  ・
解

析
上
，
流
量
分

配
の
取
扱
い

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

 ・
残
留
熱

除
去
系
熱

交
換
器
の
伝

熱
特
性

に
基
づ

き
，
代
替
循
環
冷
却

系
及
び
緊
急

用
海
水

系
の
流

量
に

応
じ

た
伝

熱
容

量
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た
め
 

           

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

      ・
安

全
評
価
指

針
に
基
づ

き
，
運

転
時
間

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 



-
 

ﾊ
 
-
 
3
0 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

／
4

ず
つ

取
り

替
え

て
い

く
場

合
の

平
衡

炉
心

を
考

え
て

，
最

高

5
0
,
0
00

時
間
と
す

る
。
 

(
a
-
1
-
15
-
2
)
代

替
循

環
冷

却
系

を
用

い
た

場
合

の
環

境
中

へ
の

総
放

出
量

の

評
価

に
お

い
て

は
，

原
子

炉
内

に
内

蔵
さ

れ
て

い
る

核
分
裂

生
成

物

が
事

象
進

展
に

応
じ

た
割

合
で

，
格

納
容

器
内

に
放

出
さ
れ

る
も

の

と
す

る
。
 

(a
-1

-1
5-
3)

格
納
容

器
内
に
放
出

さ
れ
た
Ｃ

ｓ
－
13
7
に
つ

い
て
は
，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
や

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
の
プ

ー
ル

水
で

の
ス

ク
ラ
ビ
ン

グ
等
に
よ

る
除
去
効
果

を
考
慮
す

る
。

 

(
a
-
1
-
15
-
4
)
原

子
炉

建
屋

か
ら

大
気

中
へ

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

に
つ

い

て
考

慮
す
る
。
漏
え
い
量
の
評

価
条
件

は
以
下
の

と
お
り
と
す

る
。
 

(a
-1

-1
5-
4-
1)

格
納

容
器
か
ら
の

漏
え
い
量

は
，
格
納
容
器

圧
力
に
応
じ

た
設

計
漏
え
い

率
を
基
に

評
価
す
る
。

 

   (
a
-
1
-
15
-
4
-2
)
原

子
炉

建
屋

か
ら

大
気

中
に

漏
え

い
す

る
放

射
性

物
質

を
保

守
的

に
見

積
も

る
た

め
，

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

に
よ

り
原

子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の
負

圧
が

達
成

さ
れ

る
ま

で
の

期
間

は
，

原

子
炉

建
屋

内
の

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

に
期

待
し

な
い

も
の

と

す
る

。
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
に

よ
り

負
圧

を
達

成
し

た
後

は

非
常
用
ガ

ス
処
理
系

の
設
計
換
気
率

1
回
／

d
相

当
を
考
慮

す
る
。

な
お

，
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
フ

ィ
ル

タ
ト

レ
イ

ン
及

び
非

常
用

ガ

ス
再

循
環

系
フ

ィ
ル

タ
ト

レ
イ

ン
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

除
去

効

果
に

つ
い

て
は

，
期

待
し

な
い

も
の

と
す

る
。

原
子

炉
建

屋
ガ

ス

処
理

系
は
，
事

象
発
生

11
5
分
後

か
ら
，
常

設
代
替
交

流
電
源
設

備
か

ら
の

交
流

電
源

の
供

給
を

受
け

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

操

作
に

よ
り
起
動

し
，
起
動
後

5
分
間

で
負
圧
が

達
成
さ
れ
る

こ
と

を
想

定
す
る
。
 

(a
-1

-1
5-
4-
3)
原
子

炉
建
屋
内

で
の
放

射
能
の
時
間
減

衰
は
考

慮
せ
ず
，
ま
た

，
原

子
炉

建
屋

内
で

の
粒

子
状

物
質

の
除

去
効

果
は

保
守

的
に

考

慮
し

な
い
。
 

(a
-2

)代
替
循
環
冷

却
系
を
使
用

で
き
な
い
場

合
 

(
a
-
2
-
1
)
起

因
事

象
と

し
て

，
大

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

が
発

生
す
る

も
の

と
す

る
。

破
断
箇
所

は
，
再
循

環
系
配
管
（

出
口
ノ
ズ

ル
）
と
す

る
。
 

(
a
-
2
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機

等
の

機
能

喪
失

を
想

定
し

，
全

交
流

動
力
電

源
を

喪
失

す
る

も
の

と
す

る
。

さ
ら

に
，

      （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    ・
リ

(
2
)
原

子
炉

格
納

容
器

の
最

高
使

用
圧

力
及

び
最

高
使

用

温
度

並
び
に
漏
え
い
率
 

        ・
リ

(4
)(
ⅳ
)原

子
炉
建
屋
ガ
ス

処
理
系
 

               

      ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

   原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

     原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
建
屋

ガ
ス
処
理
系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

非
常
用
ガ

ス
処
理
系

排
風
機
 

           

  ・
事

象
進
展
解

析
に
基
づ

き
，
放

出
割
合

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

            ・
有
効

性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
操

作
時
間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

          ・
原
子
炉

建
屋
内
で

の
放
射
能
の

時
間
減

衰
の
取

扱
い
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
 

   

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
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ﾊ
 
-
 
3
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-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

非
常

用
炉

心
冷

却
系

等
が
機

能
喪

失
す

る
も

の
と

す
る

。
な

お
，

代
替

循
環
冷
却

系
は
使
用

で
き
な
い
も

の
と
す
る

。
 

(a
-2

-3
)外

部
電
源

は
使
用
で
き

な
い
も
の
と

す
る
。
 

  (
a
-
2
-
4
)
水

素
の

発
生

に
つ

い
て

は
，

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

－
水
反

応
を

考
慮

す
る

も
の
と
す

る
。
 

(
a
-
2
-
5)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
は

，
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信
号

に
よ

る

も
の

と
す
る
。

 

 (a
-2

-6
)主

蒸
気
隔

離
弁
は
，
事

象
発
生
と
同

時
に
閉
止

す
る
も

の
と
す
る
。
 

(a
-2

-7
)再

循
環
系

ポ
ン
プ
は
，
事
象
発

生
と
同
時

に
停
止
す
る

も
の
と
す

る
。 

 (a
-2

-8
)
低
圧

代
替
注
水

系
（
常
設

）
は
，
23
0m

３
／

h
の
流
量

で
原
子
炉
注

水

し
，

原
子

炉
水

位
が

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン
プ

上
端

（
以

下
「

原
子

炉
水
位

Ｌ

０
」
と
い
う
。
）
ま

で
回
復
後
は

，
崩
壊
熱
に

よ
る
蒸
発

量
相
当

の
注
水

流
量

で
注

水
す

る
。

な
お

，
低

圧
代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る
原

子

炉
注

水
は

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
と
同

じ
常

設
低

圧
代

替
注

水
系
ポ

ン

プ
を

用
い
て
流

量
分
配
す

る
こ
と
で
実

施
す
る
。

 

 (a
-2

-9
)
代
替

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（

常
設
）
は

，
13
0
m
３
／

h
の

流
量

で
格

納
容

器
内

に
ス

プ
レ

イ
す

る
。
な

お
，

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ
は

，

原
子

炉
注

水
と

同
じ

常
設

低
圧

代
替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

て
流
量

分

配
す

る
こ
と
で

実
施
す
る

。
 

 (a
-2

-1
0)
格
納
容
器

下
部
注
水

系
（
常
設
）
に
よ
る
ペ
デ
ス

タ
ル
（
ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
部
）

水
位
の
確

保
操
作
は
考

慮
し
な
い

も
の
と
す

る
。
 

 (
a
-
2
-
11
)
格
納
容
器

圧
力
逃
が
し

装
置
は
，
格

納
容
器
圧
力

0
.
31
M
P
a［

g
a
g
e］

に
お

け
る
排
出

流
量

1
3
.4
k
g／

s
に
対

し
て
，

第
二
弁
の
中
央

制
御
室

か
ら

の
遠
隔
操

作
に
よ
る

全
開
操
作
で

格
納
容
器

除
熱
を
実

施
す
る

。
 

  (a
-2

-1
2)
事
故
収
束

の
た
め
の

運
転
員

等
操
作
と
し
て

は
，
以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(a
-2

-1
2-
1)
交
流
電

源
は
，
常
設
代
替

交
流
電
源

設
備
に
よ

っ
て
供
給
を

開
始

し
，

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る
格

納
容

器

       ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

     ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)c
.
(
b)
(
b
-1
)
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 

     ・
リ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(
b)
(b
-2
)
(b
-2
-1
)代

替
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却

系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子

炉
格
納

容
器
の
冷

却
 

      ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
b)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

       

       計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

     ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
6.
1 

格
納
容
器

圧
力
逃
が
し
装

置
 

    

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
水

素
発
生
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

    

・
評

価
上
仮
定
し
た

条
件
で
あ

る
た
め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
運

転
員
等
の

操
作
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
 

         ・
解

析
上
，
ペ
デ
ス

タ
ル
水
位
確

保
操
作

の
取
扱

い
を
設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

        ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

冷
却

操
作

及
び

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子
炉

注
水

操

作
は

，
事

象
発
生
か

ら
2
5
分
後
に

開
始
す
る

。
ま

た
，
代
替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
操

作
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら
，

原
子

炉

水
位

Ｌ
０

ま
で

回
復

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
場

合
，

原
子
炉

注
水

流

量
を

崩
壊
熱
相
当
に
調
整
し
，

格
納
容

器
冷
却
を

停
止
す
る
。
 

(a
-2

-1
2-
2)
代
替
格

納
容
器
ス

プ
レ
イ

冷
却
系
（
常

設
）
に

よ
る
格
納
容

器
冷

却
操

作
は
，
格
納
容
器
圧
力
が

0
.4
65
MP
a［

g
ag
e］

に
到
達

し
た
場

合
に

開
始
し
，
0.
40

0M
Pa
［
ga
ge
］
に

到
達
し
た
場
合

は
停
止
す

る
。

な
お

，
格

納
容

器
ベ

ン
ト

に
伴

う
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ
ー

ル
水

位

の
上

昇
を

考
慮

し
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
が
通

常
水

位

＋
6.

5m
に
到
達
し

た
以
降
は
格
納

容
器
ス
プ

レ
イ
を
停

止
す
る

。
 

(a
-2

-1
2-
3)
格
納
容

器
圧
力
逃

が
し
装

置
に
よ
る
格
納

容
器
除

熱
操
作
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位

が
通
常

水
位
＋
6
.
5
m
到

達
か
ら

5
分

後
に

実
施
す
る
。
 

(a
-2

-1
3)
Ｃ
ｓ
－
1
3
7
の

放
出
量
評
価

の
条
件
と

し
て
は
，

以
下
の
と
お

り
と

す
る
。
 

(a
-2

-1
3-
1)
事
象
発

生
直
前
ま

で
，
定

格
出
力
の

10
0％

で
長
時
間
に
わ

た
っ

て
運

転
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す

る
。
そ
の
運
転

時
間
は
，
燃
料

を
約

1

／
4

ず
つ

取
り

替
え

て
い

く
場

合
の

平
衡

炉
心

を
考

え
て

，
最

高

5
0
,
0
00

時
間
と
す

る
。
 

(
a
-
2
-
13
-
2)

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
を

用
い

た
場

合
の

環
境

中
へ

の
総

放
出

量
の

評
価

に
お
い

て
は

，
原

子
炉

内
に

内
蔵
さ

れ
て

い
る

核
分

裂
生

成
物

が
事

象
進
展

に
応

じ
た

割
合

で
，

格
納
容

器
内

に
放

出
さ

れ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
又

は
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル

の
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
を

通
じ

て
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
至

る
も

の
と

す

る
。

格
納

容
器

圧
力
逃

が
し

装
置

に
到

達
し

た
核
分

裂
生

成
物

は
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が
し

装
置

内
の

フ
ィ

ル
タ

に
よ
っ

て
除

去
さ

れ
た

後
，

格
納

容
器

圧
力
逃

が
し

装
置

出
口

配
管

か
ら
放

出
さ

れ
る

も
の

と
す
る
。

 

(a
-2

-1
3-
3)
格
納
容

器
圧
力
逃

が
し
装

置
を
用
い
た
場

合
の
Ｃ

ｓ
－
13
7
放
出

量
は

，
格

納
容

器
か

ら
の

放
出

割
合

及
び

格
納

容
器

圧
力
逃

が
し

装

置
の

除
染
係
数
を
考
慮
し
て
計

算
す
る

。
 

(a
-2

-1
3-
4)

格
納
容

器
内
に
放
出

さ
れ
た
Ｃ

ｓ
－
13
7
に
つ

い
て
は
，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
や

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
の
プ

ー
ル

水
で

の
ス

ク
ラ
ビ
ン

グ
等
に
よ

る
除
去
効
果

を
考
慮
す

る
。

 

(
a
-
2
-
13
-
5
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

を
介

し
て

大
気

中
へ

放
出

さ
れ

る

Ｃ
ｓ

－
1
3
7
の
放
出

量
評
価
条

件
は
以

下
の
と
お
り
と

す
る
。
 

                    ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
b)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

          （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    

                    原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
6.
1 

格
納
容
器

圧
力
逃
が
し
装

置
 

         ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

   

た
め
 

     

 ・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

     ・
安

全
評
価
指

針
に
基
づ

き
，
運

転
時
間

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

           ・
Ｃ

ｓ
－
1
37

の
取

扱
い
を
設
定

し
た
も

の
で
あ

る
た
め
 

      ・
格
納
容

器
か
ら
の

漏
え
い
の
取

扱
い
を

設
定
し
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ﾊ
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
a
-
2
-
13
-
5
-1
)
格

納
容

器
内

か
ら

原
子

炉
建

屋
へ

の
漏

え
い

は
な

い
も

の
と

す
る

。
 

(
a
-
2
-
13
-
5
-2
)
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
粒

子
状

放
射

性
物

質
に

対
す
る
除

染
係
数
は

1,
00
0
と
す

る
。

 

 (
a
-
2
-
13
-
6
)
原

子
炉

建
屋

か
ら

大
気

中
へ

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

に
つ

い

て
も

考
慮
す
る
。
漏
え
い

量
の
評

価
条
件
は
以
下

の
と
お
り

と
す
る
。 

(a
-2

-1
3-
6-
1)

格
納

容
器
か
ら
の

漏
え
い
量

は
，
格
納
容
器

圧
力
に
応
じ

た
設

計
漏
え
い

率
を
基
に

評
価
す
る
。

 

  (
a
-
2
-
13
-
6
-2
)
原

子
炉

建
屋

か
ら

大
気

中
に

漏
え

い
す

る
放

射
性

物
質

を
保

守
的

に
見

積
も

る
た

め
，

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

に
よ

り
原

子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の
負

圧
が

達
成

さ
れ

る
ま

で
の

期
間

は
，

原

子
炉

建
屋

内
の

放
射

性
物

質
の

保
持

機
能

に
期

待
し

な
い

も
の

と

す
る

。
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
に

よ
り

負
圧

を
達

成
し

た
後

は

非
常
用
ガ

ス
処
理
系

の
設
計
換
気
率

1
回
／

d
相

当
を
考
慮

す
る
。

な
お

，
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
フ

ィ
ル

タ
ト

レ
イ

ン
及

び
非

常
用

ガ

ス
再

循
環

系
フ

ィ
ル

タ
ト

レ
イ

ン
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

除
去

効

果
に

つ
い

て
は

，
期

待
し

な
い

も
の

と
す

る
。

原
子

炉
建

屋
ガ

ス

処
理

系
は
，
事

象
発
生

11
5
分
後

か
ら
，
常

設
代
替
交

流
電
源
設

備
か

ら
の

交
流

電
源

の
供

給
を

受
け

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

操

作
に

よ
り
起
動

し
，
起
動
後

5
分
間

で
負
圧
が

達
成
さ
れ
る

こ
と

を
想

定
す
る
。
 

(
a
-
2
-
13
-
6
-3
)
原

子
炉

建
屋

内
で

の
放

射
能

の
時

間
減

衰
は

考
慮

せ
ず

，
ま

た
，

原
子

炉
建

屋
内

で
の

粒
子

状
物

質
の

除
去

効
果

は
保

守
的

に

考
慮

し
な
い
。
 

 

(b
) 

高
圧
溶
融
物

放
出
／
格
納

容
器
雰
囲
気

直
接
加
熱
 

(b
-1

)起
因
事
象
と

し
て
，
給
水

流
量
の
全
喪

失
が
発
生

す
る
も

の
と
す
る
。
 

 (
b
-
2
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
高

圧
注

水
機

能
と
し

て
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

機
能

喪
失

を
，
低

圧
注

水
機

能
と

し
て

残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

及
び

低
圧

炉
心
ス

プ
レ

イ
系

の
機

能
喪

失

を
想

定
す

る
。

さ
ら

に
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損
ま

で
は

重
大

事
故

等
対

処

設
備
に
よ

る
原
子
炉
注
水
に
も
期

待
し
な
い

も
の
と
す

る
。
 

 

  ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
b)
格
納
容
器

圧
力
逃

が
し
装
置
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

   ・
リ

(
2
)
原

子
炉

格
納

容
器

の
最

高
使

用
圧

力
及

び
最

高
使

用

温
度

並
び
に
漏
え
い
率
 

       ・
リ

(4
)(
ⅳ
)原

子
炉
建
屋
ガ
ス

処
理
系
 

                    

  原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

9
 
圧
力

逃
が
し
装

置
 

・
中
央
制

御
室
の
居

住
性
に
関

す
る
説
明
書
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

    原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
建
屋

ガ
ス
処
理
系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

非
常
用
ガ

ス
処
理
系

排
風
機
 

                

た
も
の
で

あ
る
た
め
 

          ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

          ・
原
子
炉

建
屋
内
で

の
放
射
能
の

時
間
減

衰
の
取

扱
い
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
 

   

 ・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

     



-
 

ﾊ
 
-
 
3
4 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(b
-3

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

 (
b
-
4
)
高

温
ガ

ス
に

よ
る
配

管
等

の
ク

リ
ー

プ
破
損

や
漏

え
い

等
は

，
考

慮
し

な
い
も
の

と
す
る
。
 

 (
b
-
5)

水
素

の
発

生
に

つ
い

て
は

，
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
－

水
反

応
及

び
溶

融
炉

心
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
相

互
作
用
を

考
慮
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
れ

に
加
え
，

初
期
酸
素

濃
度
並
び
に
水
素
及
び

酸
素
の
発

生
量
に
つ

い
て
は
「
(d
)水

素

燃
焼
」
の

条
件
を
適
用
す
る
。
 

 (
b
-
6
)
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

原
子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
信

号
に

よ
る

も

の
と

す
る
。

 

 (b
-7

)主
蒸
気
隔
離

弁
は
，
事
象

発
生
と
同
時

に
閉
止
す

る
も
の

と
す
る
。
 

(b
-8

)再
循
環
系
ポ

ン
プ
は
，
事

象
発
生
と
同

時
に
停
止

す
る
も

の
と
す
る
。
 

 (
b
-
9
)
逃

が
し

安
全

弁
（

安
全

弁
機
能

）
に

て
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン

ダ
リ
の

過
度

の
圧

力
上

昇
を

抑
え
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
原

子
炉
減

圧

に
は

逃
が
し
安

全
弁
（
自
動
減

圧
機
能

）
2
個
を

使
用
す
る
も

の
と
し

，
容

量
と

し
て
，
1
個
当
た
り
定
格
主

蒸
気
流

量
の
約

6
％
を
処
理
す

る
も
の
と

す
る

。
 

     (b
-1

0)
格

納
容
器
下

部
注
水
系
（
常
設

）
は
，
原
子
炉
圧
力

容
器
が
破
損

し
て

溶
融

炉
心
が
ペ

デ
ス
タ
ル
（
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル

部
）
に
落
下
し

た
後
は

，
80
m

３
／

h
に
て

ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
部
）
に
注
水

す
る
も

の
と
す
る
。
 

 (b
-1

1)
代

替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（
常
設

）
は
，
原

子
炉
圧
力
容

器
破

損
後

に
お
い
て
は

3
0
0m

３
／
h
の
流

量
で
格
納

容
器
内
に

ス
プ
レ
イ
す

る
。

格
納

容
器

圧
力

の
低

下
を

確
認

し
た

後
は

，
一
旦

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

を

停
止
す
る

が
，
再

度
格
納
容

器
圧
力
が
上

昇
し
，
格
納
容
器

圧
力

0
.
46
5
M
Pa

［
ga
ge
］
に
到

達
し
た
場

合
は
，

13
0m

３
／
h
の

流
量
で
格
納
容

器
内
に
ス

プ
レ

イ
す
る
。

 

 

          ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

     ・
ヘ

(
5
)(

ⅹ
ⅲ

)
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の
設
備
 

・
ホ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(d
)自

動
減
圧

系
 

       ・
リ

(3
)(
ⅱ

)c
(a
)(
a-

1)
格
納
容
器
下

部
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る

ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
部

）
へ
の
注

水
 

  リ
(
3
)
(
ⅱ

)
a.
(
b
)(
b
-
2)
(
b
-2
-
1
)
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

冷
却

系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子

炉
格
納

容
器
の
冷

却
 

     

          計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

   計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
10
 
過

渡
時
自
動

減
圧
機
能

 

・
発

電
用
原
子

炉
の
運
転

を
管
理
す
る
た

め
の
制

御
装
置
に

係
る
制
御

方
法
に
関

す
る
説
明
書
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

4.
1 

主
蒸
気
系
 

(6
)安

全
弁
及
び
逃

が
し
弁
 

 原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

 
 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

    

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

・
解

析
上
，
ク
リ
ー

プ
破
損
や
漏

え
い
等

の
取
扱

い
を
設
定

し
た
も
の
で
あ

る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
水

素
発
生
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

       

・
評

価
上
仮
定
し
た

条
件
で
あ

る
た
め
 

                 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
運

転
員
等
の

操
作
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
 

   



-
 

ﾊ
 
-
 
3
5 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(b
-1

2)
代

替
循
環
冷

却
系
の
循
環

流
量
は
，

全
体
で

25
0m

３
／

h
と
し
，
ド

ラ

イ
ウ
ェ
ル
へ

2
5
0m

３
／
h
で
連
続

ス
プ
レ

イ
を
実
施
す
る
。
原
子
炉
圧

力
容

器
破

損
後

に
格

納
容

器
圧

力
の

低
下

を
確

認
し
た

後
は

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル

へ
1
5
0m

３
／
h，

原
子

炉
へ

10
0m

３
／
h
に

て
流
量
分

配
し
，
そ
れ
ぞ

れ
連

続
ス
プ
レ

イ
及
び
連
続
注
水
を
実

施
す
る
。
 

 (
b
-
1
3
)
代

替
循

環
冷

却
系

か
ら

緊
急
用

海
水

系
へ

の
伝

熱
容

量
は
，

約
1
4
M
W

（
サ

プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
温
度

1
00
℃
，
海
水
温
度

3
2
℃
に
お
い

て
）

と
す
る
。

 

  (b
-1

4)
可

搬
型
窒
素

供
給
装
置
に

よ
る
格
納

容
器
内
窒

素
注
入
は
，
ガ

ス
温
度

3
0
℃

，
純
度

99
v
o
l％

に
て

20
0
m
３
／
h（

窒
素

1
9
8
m
３
／
h
及

び
酸
素

2m

３
／

h
）
で
格
納

容
器
内
に

注
入
す

る
も
の
と

す
る
。

 

 (b
-1

5)
コ

リ
ウ
ム
シ

ー
ル
ド
は
，
材
料

を
ジ
ル
コ
ニ

ア
耐
熱
材

と
し
，
侵
食

開

始
温
度
を

2,
10
0℃

と
設

定
す
る

。
 

   (b
-1

6)
事
故
収
束
の

た
め
の
運

転
員
等

操
作
と
し
て
は

，
以

下
の
と
お
り

と
す

る
。
 

(b
-1

6-
1)
逃
が
し
安

全
弁
（
自

動
減
圧

機
能
）
の
手

動
に
よ
る

原
子
炉
急
速
減

圧
操

作
は

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

底
部

か
ら

燃
料

有
効

長
の

2
0
％
上
の

位
置
に
到

達
し
た
時
点

で
開
始
す

る
。
 

(b
-1

6-
2)
緊
急
用
海

水
系
に
よ

る
冷
却

水
（
海
水
）
の
確
保

操
作
及
び
代

替
循

環
冷
却
系

に
よ
る
格

納
容
器
除
熱

操
作
は
，
事
象
発
生

か
ら

9
0
分
後
に

開
始

す
る

。
原

子
炉

圧
力
容

器
破

損
後

は
，

格
納

容
器

圧
力

が
低

下
に

転
じ
て

3
0
分

後
に
，
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
と
原
子

炉
へ
流
量

分
配
し
，
そ
れ

ぞ
れ
連
続

ス
プ
レ
イ

及
び
連
続
注

水
を
実
施

す
る
。
 

(b
-1

6-
3)
代
替
格
納

容
器
ス
プ

レ
イ
冷

却
系
（
常
設
）
に
よ

る
格
納
容
器

冷
却

操
作

（
原

子
炉

圧
力

容
器
破

損
後

）
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

の
6

分
後

に
開

始
す

る
。

ま
た
，

格
納

容
器

冷
却

に
よ

る
格

納
容

器
圧

力
の

低
下
か
ら

3
0
分

後
に
停
止

す
る
。
そ
の

後
，格

納
容

器
圧
力
が

0
.4
65
MP
a

［
g
ag
e
］

に
到

達
し

た
場

合
に

開
始

し
，

0.
4
0
0M
P
a
［

g
a
ge

］
に

到
達

し
た
場
合

に
停
止
す

る
。
 

 

・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
a)
代
替
循
環

冷
却
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
内

の
減
圧
及
び
除
熱
 

    ・
リ

(3
)(
ⅱ
)b
.
(
a)
代
替
循
環

冷
却
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納
容

器
内

の
減
圧
及
び
除
熱
 

   ・
リ

(
3
)
(
ⅱ

)d
.
(
a)
(
a
-1
)
可

搬
型

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
原

子
炉

格
納
容
器
内
の
不
活
性
化

 

  ・
リ

項
(
3)
(
ⅱ

)
c
.[

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
]
コ

リ
ウ

ム

シ
ー

ル
ド
 

                    

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
8 

代
替
循
環
冷

却
系
 

   原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

  原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
5 

窒
素
ガ
ス
代

替
注
入
系
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
2.
6 

格
納
容
器

下
部
注
水
系
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

                 

・
解

析
上
，
流
量
分

配
の
取
扱
い

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

    ・
残
留
熱

除
去
系
熱

交
換
器
の
伝

熱
特
性

に
基
づ

き
，
代
替
循
環
冷
却

系
及
び
緊
急

用
海
水

系
の
流

量
に

応
じ

た
伝

熱
容

量
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た
め
 

     ・
解

析
上

，
侵

食
開

始
温

度
を

設
定

し
た

も
の

で
あ
る
た

め
 

         

  ・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

      



-
 

ﾊ
 
-
 
3
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-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(b
-1

6-
4)
格
納
容
器

下
部
注
水

系
（
常
設
）
に
よ
る
ペ
デ
ス

タ
ル
（
ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

部
）

注
水

操
作

は
，
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ
る
格

納
容
器
冷

却
操
作
（
原

子
炉
圧
力

容
器
破
損

後
）
の

1
分
後

に
開
始
す

る
。
ま
た
，
ペ

デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル

部
）
水
位
が

2.
7
5
m

に
到

達
し

た
場

合
に

停
止
す

る
。

そ
の

後
は

，
ペ

デ
ス

タ
ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ
ル
部

）
水
位
が

2
.
25
m
ま

で
低
下

し
た
場
合

に
注
水
を

開
始
し
，

2
.7
5m

に
到
達
し
た
場
合

に
停
止

す
る
こ
と

で
水
位
を
維
持

す
る
。
 

(
b
-
1
6
-5
)
可

搬
型

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
内

へ
の

窒
素

注
入

操
作

は
，
格
納

容
器
内
酸

素
濃
度
が

4
.
0
vo
l
％
（
ド
ラ

イ
条
件
）

に
到
達
し

た
場
合
に

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
内
へ
窒
素
注

入
を
開

始
す
る
。 

(b
-1

7)
Ｃ
ｓ
－
1
37

の
放

出
量
評
価
の

条
件
と
し

て
は
，
以

下
の
と
お
り

と
す

る
。
 

(b
-1

7-
1)
事
象
発
生

直
前
ま
で

，
定
格

出
力
の

10
0％

で
長

時
間
に
わ
た

っ
て

運
転
さ
れ

て
い
た
も

の
と
す
る
。

そ
の
運
転

時
間
は
，

燃
料
を
約

1
／
4

ず
つ
取
り

替
え
て
い

く
場
合
の
平

衡
炉
心
を

考
え
て
，
最
高

5
0
,0
0
0
時

間
と
す
る

。
 

(
b
-
1
7
-2
)
代

替
循

環
冷

却
系

を
用

い
た

場
合

の
環

境
中

へ
の

総
放

出
量

の
評

価
に

お
い

て
は

，
原

子
炉
内

に
内

蔵
さ

れ
て

い
る

核
分

裂
生

成
物

が
事

象
進
展
に

応
じ
た
割

合
で
，
格

納
容
器

内
に
放
出
さ
れ

る
も
の

と
す
る
。 

(b
-1

7-
3)

格
納
容
器

内
に
放
出
さ

れ
た
Ｃ
ｓ

－
13
7
に
つ
い

て
は
，
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

や
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ

の
プ

ー
ル

水
で

の
ス
ク

ラ

ビ
ン

グ
等
に
よ

る
除
去
効

果
を
考
慮
す

る
。

 

(
b
-
1
7
-4
)
原

子
炉

建
屋

か
ら

大
気

中
へ

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

に
つ

い
て

考
慮
す
る

。
漏
え
い

量
の
評
価
条

件
は
以
下

の
と
お
り

と
す
る
。
 

(b
-1

7-
4-
1)

格
納
容

器
か
ら
の
漏

え
い
量
は
，
格
納
容
器
圧

力
に
応
じ
た

設
計

漏
え
い
率

を
基
に
評
価
す

る
。

 

  (
b
-
1
7
-4
-
2
)
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の

負
圧
が
維

持
さ
れ
て

い
る
こ
と

を
想
定
し
，
非

常
用
ガ
ス
処
理

系
の

設
計
換
気

率
1
回
／

d
相
当
を

考
慮
す
る
。

な
お
，
非

常
用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

ト
レ

イ
ン

及
び

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
フ

ィ
ル

タ

ト
レ
イ
ン

に
よ
る
放

射
性
物
質

の
除
去
効
果

に
つ
い
て

は
，
期

待
し

な
い
も
の

と
す
る
。
 

(b
-1

7-
4-
3)
原
子
炉

建
屋
内
で

の
放
射

能
の
時
間
減
衰

は
考
慮

せ
ず
，
ま

た
，

原
子

炉
建

屋
内

で
の

粒
子

状
物

質
の

除
去

効
果

は
保

守
的

に
考

慮

し
な
い
。
 

                   （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    ・
リ

(
2
)
原

子
炉

格
納

容
器

の
最

高
使

用
圧

力
及

び
最

高
使

用

温
度

並
び
に
漏
え
い
率
 

    ・
リ

(4
)(
ⅳ
)原

子
炉
建
屋
ガ
ス

処
理
系
 

      

                   ・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

   原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

1
 
原
子

炉
格
納
容

器
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

 原
子
炉
格

納
施
設
 

（
要
目
表

）
 

7.
1 

原
子
炉
建
屋

ガ
ス
処
理
系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

非
常
用
ガ

ス
処
理
系

排
風
機
 

  

 

 ・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

      ・
安

全
評
価
指

針
に
基
づ

き
，
運

転
時
間

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

  ・
事

象
進
展
解

析
に
基
づ

き
，
放

出
割
合

を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

           ・
原

子
炉
建
屋

内
の
負
圧

，
フ
ィ

ル
タ
に

よ
る
放

射
性

物
質

除
去

効
果

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

   ・
原
子
炉

建
屋
内
で

の
放
射
能
の

時
間
減

衰
の
取

扱
い
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(c
) 

原
子
炉
圧
力

容
器
外
の
溶

融
燃
料
－
冷

却
材
相
互

作
用
 

「
(
b
)
 

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
」

の
条

件
を
適

用
す

る
。
 

(d
) 

水
素
燃

焼
 

「
(
a
)
 

雰
囲

気
圧

力
・

温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過
温

破
損

）
(
a
-1
)
代

替
循

環
冷

却
系

を
使

用
す

る
場
合

」
の

条
件

に
加

え
て

，
本

格
納

容
器
破
損
モ
ー

ド
を
評
価

す
る
た

め
，
以
下
の
条

件
を
適

用
す
る
。
 

(
d
-
1
)
格

納
容

器
の

初
期

酸
素

濃
度
，

水
の

放
射

線
分

解
に

よ
っ

て
発

生
す

る

水
素
及

び
酸

素
並

び
に

可
搬

型
窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
内
へ

の

窒
素
注

入
に

伴
い

格
納

容
器

内
に
注

入
さ

れ
る

酸
素

を
考

慮
す

る
こ
と

と

す
る

。
格

納
容

器
の
初

期
酸

素
濃

度
は

，
2.
5
v
ol

％
（

ド
ラ

イ
条

件
）

と

す
る

。
 

(
d
-
2
)
炉

心
内

の
ジ

ル
コ
ニ

ウ
ム

－
水

反
応

に
よ
る

水
素

発
生

量
は

，
解

析
コ

ー
ド
に
よ

る
評
価
結
果
か
ら
得
ら

れ
た
値
を

用
い
る
も

の
と
す
る
。
 

  (
d
-
3
)
水

の
放

射
線

分
解
に

よ
っ

て
発

生
す

る
水
素

及
び

酸
素

の
発

生
量

は
，

解
析

コ
ー

ド
で

得
ら

れ
る

崩
壊

熱
を

基
に

評
価
す

る
。

こ
こ

で
，

水
素

及

び
酸

素
の

発
生

割
合

（
1
00
eV

当
た

り
の

分
子

発
生

量
）

は
，

そ
れ

ぞ
れ

0
.0
6，

0.
03

と
す
る
。
ま
た
，

原
子
炉

冷
却
材
に

よ
る
放
射
線

エ
ネ
ル
ギ

の
吸

収
割

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル
内

の
核

分
裂

生
成

物
に

つ

い
て
は
，
ベ
ー

タ
線
，
ガ
ン
マ

線
と
も
に

1
，
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル

以
外

に
存

在
す

る
核

分
裂

生
成

物
つ

い
て

は
，
ベ

ー
タ

線
，

ガ
ン

マ
線

と

も
に

0.
1
と
す
る
。
 

(d
-4

)金
属
腐
食
等

に
よ
る
水
素

発
生
量
は
考

慮
し
な
い

。
 

 

(e
) 

溶
融
炉
心
・

コ
ン
ク
リ
ー

ト
相
互
作
用
 

「
(
b
)
 

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
」

の
条

件
を
適

用
す

る
。
 

ｄ
．
使
用

済
燃
料
プ

ー
ル
に
お

け
る
重
大
事

故
に
至
る

お
そ
れ

が
あ
る
事
故
 

(a
) 

想
定
事
故
１
 

(
a
-
1
)
使

用
済

燃
料

プ
ー
ル

の
初

期
水

位
は

通
常
水

位
と

し
，

保
有

水
量

を
厳

し
く

見
積

も
る

た
め

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
と
隣

接
す

る
原

子
炉

ウ
ェ

ル

の
間
に
設

置
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
は

閉
を
仮
定

す
る
。
 

(a
-2

)使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
の
初

期
水
温
は
，

6
5℃

と
す

る
。
 

(a
-3

)
使
用
済

燃
料
プ
ー

ル
の
崩
壊

熱
は
，
約

9.
1
MW

を
用
い
る

も
の
と
す

る
。
 

 

       （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

                           （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

 

       原
子
炉
格

納
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

3.
4.
3 

窒
素
ガ
ス

代
替
注
入
系
 

・
原

子
炉
格
納

施
設
の
設

計
条
件
に
関
す

る
説
明

書
 

                       ・
使

用
済
燃
料

貯
蔵
槽
の

冷
却
能
力
に
関

す
る
説

明
書
 

            ・
水
素
燃

焼
の
観
点

か
ら
厳
し
い

条
件
と

な
る
よ

う
，
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

－
水
反
応
に

よ
る
水

素
発
生

量
の
取
扱

い
を
設
定
し
た

も
の
で

あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
水

素
及
び
酸

素
の

発
生

の
取

扱
い

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

     ・
解

析
上
，
金
属
腐

食
等
に
よ
る

水
素
発

生
の
取

扱
い
を
設

定
し
た
も
の
で

あ
る
た

め
 

      

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
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発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
a
-
4
)
安

全
機

能
と

し
て

は
，

使
用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能

及
び

注
水

機

能
と
し

て
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化
系

，
残

留
熱

除
去

系
，

補
給

水
系
等

の

機
能

を
喪
失
す

る
も
の
と

す
る
。

 

 (a
-5

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

  (
a
-
6
)
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン
プ

に
よ

る
代

替
燃

料
プ

ー
ル

注
水

系
（

注

水
ラ
イ

ン
）

を
使

用
し

た
使

用
済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

は
，

可
搬
型

代

替
注

水
中
型
ポ

ン
プ

2
台
を
使
用

す
る
も
の

と
し
，
5
0
m
３
／
h
の

流
量
で

注
水

す
る
。

 

    (
a
-
7
)
事

故
収

束
の

た
め
の

運
転

員
等

操
作

と
し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(
a
-
7
-
1)

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
燃

料
プ

ー
ル

注
水

系

（
注

水
ラ

イ
ン

）
を

使
用
し

た
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
は

，
事

象
発
生
か
ら

8
時
間

後
に
開
始
す

る
。
 

 
(
b
)
 
想
定
事
故
２
 

(
b
-
1
)
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の
初

期
水

位
は
通

常
水
位

と
し
，

保
有

水
量
を

厳

し
く

見
積

も
る

た
め
，

使
用
済

燃
料

プ
ー
ル

と
隣
接

す
る
原

子
炉

ウ
ェ
ル

の
間
に
設

置
さ
れ
て
い
る

プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
は

閉
を
仮
定
す
る

。
 

(b
-
2)
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
の
初

期
水
温

は
，
65
℃

と
す
る
。
 

(b
-
3)

使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
の
崩
壊

熱
は
，
約

9.
1M
W
を
用
い

る
も
の

と
す
る
。
 

  (
b
-
4
)
安
全

機
能

と
し
て

は
，

使
用
済

燃
料

プ
ー
ル

の
冷

却
機

能
及

び
注
水

機

能
と
し

て
燃

料
プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

，
残
留

熱
除

去
系
，
補

給
水

系
等

の

機
能

を
喪
失
す

る
も
の
と
す
る

。
 

 (
b
-
5
)
使
用

済
燃

料
プ
ー

ル
水

位
が
最

も
低

下
す
る

可
能

性
の

あ
る

サ
イ
フ

ォ

ン
現
象

に
よ

る
漏
え

い
と

し
て

，
燃

料
プ
ー

ル
冷

却
浄
化
系

配
管

の
破

断

を
想

定
す
る
。

 

  

ニ
(
3
)(

ⅱ
)
ａ

.
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能

若
し

く
は

注
水

機
能

の
喪

失
時

又
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
の

小
規

模

な
漏

え
い
発
生
時
に
用
い
る
設

備
 

    ・
ニ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(a
)代

替
燃
料

プ
ー
ル

注
水
 

                 （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

  ・
ニ

(
3
)(

ⅱ
)
ａ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
機

能
若

し
く

は

注
水

機
能

の
喪

失
時

又
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
の

小
規

模

な
漏

え
い
発
生
時
に
用
い
る
設

備
 

 （
本

文
五
号
に
記
載
な
し
）
 

    

核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4
.
2
.
1
  
使
用
済
燃

料
プ
ー
ル
注
水
 

    原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

・
可
搬
型

（
可
搬
型

代
替
注
水

中
型
ポ
ン
プ

）
 

核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2.
1 

使
用
済
燃

料
プ
ー
ル
注
水
 

           ・
使

用
済
燃
料

貯
蔵
槽
の

冷
却
能
力
に
関

す
る
説

明
書
 

 核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2.
1 

使
用
済
燃

料
プ
ー
ル
注
水
 

 核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2 

代
替
燃
料
プ

ー
ル
注
水
 

  

    ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

           ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

  

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

             



-
 

ﾊ
 
-
 
3
9 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

(
b
-
6
)
サ

イ
フ

ォ
ン

現
象

に
よ
る

使
用

済
燃
料

プ
ー
ル

水
位
の

低
下

は
，
静

的

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
ー
カ

の
効
果

に
よ

り
，
燃

料
プ
ー

ル
水
戻

り
配

管
水
平

部
下
端
（

通
常
水
位
か
ら

約
0.
23
m
下
）
ま

で
の
低
下

に
と
ど

ま
る
も
の

と
す

る
。

な
お

，
評
価

に
お
い

て
は

，
使
用

済
燃
料

プ
ー
ル

の
水

位
は
燃

料
プ

ー
ル

水
戻

り
配

管
水

平
部

下
端

ま
で

瞬
時

に
低

下
す

る
も

の
と

す

る
。
 

(b
-
7)
外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の

と
す
る
。
 

  (
b
-
8
)
可
搬

型
代

替
注
水

中
型

ポ
ン
プ

に
よ

る
代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系
（

注

水
ラ
イ

ン
）

を
使
用

し
た

使
用

済
燃

料
プ
ー

ル
へ

の
注
水
は

，
可

搬
型

代

替
注

水
中
型
ポ

ン
プ

2
台
を
用
い

る
も
の
と

し
，
5
0m

３
／
h
の
流
量

で
注

水
す

る
。

 

  (
b
-
9
)
事

故
収

束
の

た
め

の
運
転

員
等

操
作
と

し
て
は

，
以
下

の
と

お
り
と

す

る
。
 

(
b
-
9
-
1)

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
燃

料
プ

ー
ル

注
水

系

（
注

水
ラ

イ
ン

）
を

使
用
し

た
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
は

，
事

象
発
生
か
ら

8
時
間

後
に
開
始
す

る
も
の
と

す
る
。
 

 

ｅ
．
運
転

停
止
中
の

原
子
炉
に

お
け
る
重
大

事
故
に
至

る
お
そ

れ
が
あ
る
事
故
 

(
a
)
 

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
（

残
留

熱
除

去
系

の
故

障
に

よ
る

停
止

時
冷

却
機

能
喪
失
）
 

(a
-1

)原
子
炉
圧
力

容
器
の
未
開

放
時
に
つ
い

て
評
価
す

る
。
 

 (a
-2

)原
子
炉
停
止

後
の
崩
壊
熱

は
，
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｉ
／
Ａ
Ｎ

Ｓ
―
5.
1
－
19
79

の
式

に
基
づ
く

崩
壊
熱
曲
線
を
使
用
し

，
原
子
炉

停
止

1
日
後
の
崩

壊
熱
と
し

て
約

19
M
W
を

用
い
る
も

の
と
す
る

。
 

(a
-3

)原
子
炉
初
期

水
位
は
通
常

運
転
水
位
と

す
る
。
 

(
a
-
4
)原

子
炉
初
期

水
温
は

52
℃

と
す
る
。
 

(
a
-
5
)
原

子
炉

圧
力

の
初
期

値
は

大
気

圧
と

し
，
事

象
発

生
後

も
大

気
圧

が
維

持
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
 

(
a
-
6
)
起

因
事

象
と

し
て
，

運
転

中
の

残
留

熱
除
去

系
の

故
障

に
よ

っ
て

，
崩

壊
熱
除
去

機
能
を
喪
失
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(
a
-
7
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
運

転
中

の
残

留
熱
除

去
系

の
機

能
が

喪
失

す
る

も
の
と
す

る
。
 

        ・
ニ

(3
)(
ⅱ
)a
.
(a
)代

替
燃
料

プ
ー
ル

注
水
 

                            

        原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

6.
7 

低
圧
代
替
注

水
系
 

核
燃
料
物

質
の
取
扱

施
設
及
び

貯
蔵
施
設
 

（
基
本
設

計
方
針
）
 

4.
2.
1 

使
用
済
燃

料
プ
ー
ル
注
水
 

                       

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
サ

イ
フ
ォ
ン

に
よ

る
低

下
水

位
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

         ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

    ・
原
子
炉

の
運
転
状
態
を

設
定
し

た
も
の
で

あ
 

る
た
め
 

・
EC
CS

性
能

評
価
指
針
に
基
づ
き
，
設

定
し
た
 

も
の
で
あ

る
た
め
 

 

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

・
評

価
上
，
崩
壊
熱

に
よ
る
蒸
発

量
が
保

守
的
と

な
る
よ
う

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

  
 
・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  



-
 

ﾊ
 
-
 
4
0 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 (a
-8

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

 (
a
-9
)
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
系
）
は
，

1,
60
5m

３
／

h
の
流
量
で
注
水
す
る
も
の
と
す

る
。
 

  (a
-1

0)
残

留
熱
除
去

系
（
原
子

炉
停
止

時
冷
却
系

）
の

伝
熱
容
量
は

，
熱

交
換

器
1
基

当
た
り
約

4
3
MW
（
原
子
炉
冷
却

材
温
度

10
0℃

，
海

水
温
度

32
℃

に
お

い
て
）
と

す
る
。

 

 (a
-1

1)
事
故
収
束
の

た
め
の
運

転
員
等

操
作
と
し
て
は

，
以

下
の
と
お
り

と
す

る
。
 

(a
-1

1-
1)
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧

注
水
系
）
に
よ
る
原
子
炉

注
水
操

作
は
，
事

象
発
生
か

ら
約

2
時

間
後
に
実
施

す
る
も
の

と
す
る
。
 

 

(b
) 

全
交
流
動
力

電
源
喪
失
 

(b
-1

)原
子
炉
圧
力

容
器
の
未
開

放
時
に
つ
い

て
評
価
す

る
。
 

(b
-2

)原
子
炉
停
止

後
の
崩
壊
熱

は
，
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｉ
／
Ａ
Ｎ

Ｓ
―
5.
1
－
19
79

の
式

に
基
づ
く

崩
壊
熱
曲
線
を
使
用
し

，
原
子
炉

停
止

1
日
後
の
崩

壊
熱
と
し

て
約

19
M
W
を

用
い
る
も

の
と
す
る

。
 

(b
-3

)原
子
炉
初
期

水
位
は
通
常

運
転
水
位
と

す
る
。
 

(
b
-
4
)原

子
炉
初
期

水
温
は

52
℃

と
す
る
。
 

(
b
-
5
)
原

子
炉

圧
力

の
初
期

値
は

大
気

圧
と

し
，
事

象
発

生
後

も
大

気
圧

が
維

持
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
 

(b
-6

)起
因
事
象
と

し
て
，
外
部

電
源
を
喪
失

す
る
も
の

と
す
る

。
 

(
b
-
7
)
安

全
機

能
と

し
て
は

，
全

て
の

非
常

用
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
の

機
能

喪
失
を
想

定
し
，
全
交
流
動
力
電

源
を
喪
失

す
る
も
の

と
す
る
。
 

 (b
-8

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
な

い
も
の
と
す

る
。
 

 (b
-9

)低
圧
代
替
注

水
系
（

常
設
）
は
，
2
7
m
３
／
h
の
流
量
で
注

水
す
る
も
の

と

す
る
。
 

(b
-1

0)
緊
急
用
海
水

系
を
用
い

た
残
留
熱
除

去
系
（
原

子
炉
停
止
時

冷
却
系
）

の
伝
熱
容

量
は
，

熱
交
換

器
1
基
当

た
り
約

2
4M
W
（
原
子
炉
冷

却
材
温
度

1
0
0
℃
，
海
水

温
度

3
2℃

に
お
い
て
）

と
す
る
。

 

(b
-1

1)
事
故
収
束
の

た
め
の
運

転
員
等

操
作
と
し
て
は

，
以

下
の
と
お
り

と
す

  ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

   ・
ホ

(4
)(
ⅰ
)残

留
熱
除
去
系
 

                         ・
ホ

(
4
)(

ⅵ
)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の

設
備
 

   

  原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

                       原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

  

・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

          ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

 ・
原
子
炉

の
運
転
状
態
を

設
定
し

た
も
の
で

あ
 

る
た
め
 

・
EC
CS

性
能

評
価
指
針
に
基
づ
き
，
設

定
し
た
 

も
の
で
あ

る
た
め
 

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

・
評

価
上
，
崩
壊
熱

に
よ
る
蒸
発

量
が
保

守
的
と

な
る
よ
う

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

・
崩

壊
熱
に
よ

る
蒸
発
量

に
基
づ
き
，
設
定
し
た
 

も
の
で
あ

る
た
め
 

・
残
留

熱
除
去
系
（
原

子
炉
停
止
時
冷

却
系
）
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

   



-
 

ﾊ
 
-
 
4
1 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

る
。
 

(b
-1

1-
1)
事
象
発
生

2
1
分
ま
で
に
常

設
代
替
交

流
電
源
設

備
に
よ
っ
て

交
流

電
源
の
供

給
を
開
始

す
る
。
 

(b
-1

1-
2)
低
圧
代
替

注
水
系
（
常

設
）
に
よ

る
原
子
炉
注
水

操
作
は

，
事

象
発

生
か
ら
約

1.
1
時
間

後
に
開
始
す

る
。
 

(
b
-
1
1
-3
)
緊

急
用

海
水

系
を

用
い

た
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
）
の
運

転
操
作
は

，
事
象
発
生

か
ら

4
時
間

1
0
分
後
に
開

始
す
る
。
 

 

(c
) 

原
子
炉
冷
却

材
の
流
出
 

(c
-1

)原
子
炉
圧
力

容
器
の
開
放

時
に
つ
い
て

評
価
す
る

。
 

(
c
-
2
)
原

子
炉

初
期

水
位
は

原
子

炉
ウ

ェ
ル

満
水
の

水
位

と
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

保
有

水
量

を
厳

し
く

見
積

も
る

た
め
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

と

原
子

炉
ウ

ェ
ル

の
間

に
設

置
さ

れ
て

い
る

プ
ー
ル

ゲ
ー

ト
は

閉
を

仮
定

す

る
。
 

(
c
-
3
)原

子
炉
初
期

水
温
は

52
℃

と
す
る
。
 

 (
c
-
4
)
起

因
事

象
と

し
て
，

残
留

熱
除

去
系

の
系
統

切
替

時
の

原
子

炉
冷

却
材

流
出
を
想

定
し
，
流
出
量
は
約

4
7m

３
／

h
と

す
る
。
 

(
c
-
5
)
崩

壊
熱

に
よ

る
原
子

炉
水

温
の

上
昇

及
び
蒸

発
に

つ
い

て
は

，
考

慮
し

な
い
。
 

(c
-6

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
る

も
の
と
す
る

。
 

  (
c
-
7
)
残
留
熱

除
去
系
（

低
圧
注
水

系
）
は
，
1
,
60
5
m
３
／
h
の

流
量
で
注
水

す

る
も

の
と
す
る

。
 

   (
c
-
8
)
事

故
収

束
の

た
め
の

運
転

員
等

操
作

と
し
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。
 

(
c
-
8
-
1
)
待

機
中

の
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

に
よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
は
，
事

象
発
生
か

ら
約

2
時
間

後
に
実
施

す
る
も
の

と
す
る
。
 

 

(d
) 

反
応
度
の
誤

投
入
 

(d
-1

)評
価
す
る
炉

心
状
態
は
，
平
衡
炉
心

の
サ
イ
ク

ル
初
期
と
す
る
。
な
お

，

高
燃
焼
度

８
×
８
燃
料
は
装
荷
し

な
い
た
め

評
価
対
象

外
と
す
る
。

 
(d
-2

)
事
象
発

生
前
の
炉

心
の
実
効

増
倍
率
は

1.
0
と
す
る
。

 

                      ・
ホ

(
3)
(
ⅱ

)b
.
(
c
)(
c
-
1-
1
-1
)
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

に
よ
る
原
子
炉
注
水
 

           ・
ヘ

(3
)(
ⅲ
)ｂ

.制
御
棒
が

1
本
抜
け

て
い
る
と
き
の

反
応
度

停
止

余
裕
 

                      原
子
炉
冷

却
系
統
施

設
 

（
要
目
表

）
 

5.
1 

残
留
熱
除
去

系
 

・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

         ・
熱
出
力

計
算
書
 

 

  

・
有
効
性

評
価
ガ
イ

ド
に
基
づ
き

，
操
作
時

間
，
機
器
の
作

動
条
件
等

を
設
定
し

た
も
の

で
あ

る
た
め
 

  

   

・
原

子
炉
の
運

転
状
態
を

設
定
し
た

も
の
で

あ
る

た
め
 

 

   

・
P
RA

選
定
結

果
に
基
づ
き
，
設
定

し
た
も

の
で

あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

        ・
有
効
性

評
価
ガ
イ
ド
に

基
づ
き

，
操
作
時

間
，

機
器

の
作

動
条

件
等

を
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
。
 

 ・
原

子
炉

の
運

転
状

態
を

設
定

し
た

も
の

で
あ

る
た

め
 

  



-
 

ﾊ
 
-
 
4
2 
-
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

発
電

用
原
子
炉

設
置
変
更

許
可
申
請
書

（
本
文
十

号
）
 

発
電

用
原
子
炉
設
置

変
更
許
可

申
請
書

（
本
文
五
号
）
 

工
事
の
計

画
 

工
事
の
計

画
に
該
当
し
な
い
理
由
 

 (
d
-
3)

事
象

発
生

前
の

原
子

炉
出

力
は

定
格

値
の

1
0
－

８
，

原
子

炉
圧

力
は

0
.
0
M
P
a[
g
a
ge
]
，

燃
料

被
覆

管
表

面
温

度
及

び
原

子
炉

冷
却

材
の

温
度

は

2
0
℃
と
す

る
。
ま
た
，
燃
料
エ
ン

タ
ル
ピ
の

初
期
値
は

8
kJ
／
kg
Ｕ

Ｏ
２
と

す
る
。
 

(d
-4

)起
因
事
象
と

し
て
，
運
転

停
止
中
の
原

子
炉
に
お

い
て
，

制
御
棒

1
本

が
全
引
き

抜
き
さ
れ
て
い
る
状
態

か
ら
，
他

の
1
本
の
制
御
棒

が
操
作
量

の
制

限
を

超
え

る
誤

っ
た

操
作

に
よ

っ
て

連
続
的

に
引

き
抜

か
れ

る
事

象

を
想
定
す

る
。
 

 (
d
-
5
)
誤

引
き

抜
き

さ
れ
る

制
御

棒
は

，
最

大
反
応

度
価

値
を

有
す

る
制

御
棒

の
対
角
隣

接
の
制
御
棒
と
す
る
。
 

 (d
-6

)外
部
電
源
は

使
用
で
き
る

も
の
と
す
る

。
 

  (
d
-
7
)
制
御
棒

は
，
9.

1c
m／

s
の
速

度
で
連
続
で
引

き
抜
か
れ

る
も
の

と
す
る
。
 

  (
d-
8)

原
子
炉

ス
ク
ラ
ム
は
，
起
動

領
域
計
装

の
原
子
炉

出
力
ペ
リ
オ

ド
短
（
1
0

秒
）
信

号
に
よ
る

も
の
と
す
る

。
な
お
，
原
子
炉

ス
ク
ラ
ム
信

号
の
発

生
を

想
定

す
る
際
の
起
動

領
域
計
装

の
バ
イ

パ
ス
状
態
は
，
Ａ
，
Ｂ
チ
ャ
ン

ネ
ル

と
も

引
抜
制

御
棒

に
最
も

近
い
検

出
器

が
1

個
ず

つ
バ
イ
パ

ス
状

態
に
あ

る
と

す
る
。
 

   

               ・
ヘ

(1
)(
ⅱ
)c
.挿

入
時
間
及
び

駆
動
時
間
 

  ・
へ

(2
)(
ⅰ
)原

子
炉
停
止
回
路

の
種
類
 

  

               ・
設
定
根

拠
に
関
す

る
説
明
書

 

 
制
御
棒

駆
動
機
構
 

 計
測
制
御

系
統
施
設
 

（
要
目
表

）
 

6
 
原
子

炉
非
常
停

止
信
号
 

・
発

電
用
原
子

炉
の
運
転

を
管
理
す
る
た

め
の
制

御
装
置
に

係
る
制
御

方
法
に
関

す
る
説
明
書
 

  

・
解

析
上
，
原
子
炉

の
停
止
状
態

を
設
定

し
た
も

の
で
あ
る

た
め
 

  ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
事

故
を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

   ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
事

故
を
設
定

し
た
も
の

で
あ
る
た
め
 

 ・
有

効
性
評
価

ガ
イ
ド
に

基
づ
き
，
外

部
電
源
の

取
扱
い
を

設
定
し
た
も
の

で
あ
る

た
め
 

    ・
解

析
上
，
原
子
炉

ス
ク
ラ
ム
信

号
の
発

生
時
間

が
保

守
的

と
な

る
よ

う
設

定
し

た
も

の
で

あ
る

た
め
 

 

 


